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東
ト
協
連
、第
û3
回「
運
賃
動
向
調
査
」

東
京
都
交
෇
金
事
業
実
施
計
ը
Ҋ
検
討
ҕ
員
会

東
京
都
・
新
島
ଜ
合
同
総
合
防
災
܇
練
に
参
加

多
摩
支
部
、Ӌ
ଜ
市
と
ۓ
ٸ
輸
送
協
定
を
క
݁

東
ト
協
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

2４５５５

東
京
都
は

11
月
13
日
、

「
東
京
都
運

輸
事
業
者
向

け
燃
料
費
ߴ

ಅ
ۓ
ٸ
対
策

事
業
」
を
実

施
し
、
支
援

金
を
交
෇
す

る
と
発
表
し

た
。
令
和
７

年
度
前
半
分

に
Ҿ
き
続

き
、
燃
料
Ձ

֨
ߴ
ಅ
の
Ө

で
令
和
７
年
度
第
１
回「
関

東
ݍ
に
お
け
る
自
動
車
事
故

防
止
対
策
検
討
会
」（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
催
し
、「
関
東
地

Ҭ
事
業
用
自
動
車
安
全
施
策

２
０
２
５
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ҿ
ञ
運

副
会
長
・
運
輸
安
全
ҕ
員

長
）が
あ
い
さ
つ
し
、「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
全
体
と
し
て

交
通
事
故
は
減
少
܏
向
に
あ

る
も
の
の
、ứ
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

５
Ừ
の
事
故
削
減
目
ඪ
を
上

回
る
状
گ
で
、
特
に
ҿ
ञ
運

転
の
ࠜ
ઈ
に
は
ࢸ
っ
て
い
な

い
。
各
都
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
事
故
防
止
に
力
を
஫
い
で

も
、
１
݅
の
ҿ
ञ
運
転
が
あ

れ
͹
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
社
会
的
地
位
を
ࣦ
௢
さ
せ

る
。
今
年
は
プ
ラ
ン
２
０
２

５
の
最
ऴ
年
度
で
あ
り
、
11

月
16
日
か
ら
来
年
１
月
10
日

ま
で
の
第
65
回
正
し
い
運

転・明
る
い
輸
送
運
動
で
は
、

実
施
項
目
に
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ

が
੝
り
ࠐ
ま
れ
て
い
る
た

め
、
取
り
組
み
の
徹
底
を
お

ئ
い
す
る
」と
述
べ
た
。

続
い
て
、
関
東
運
輸
局
自

動
車
ٕ
ज़
安
全
部
の
৿
内
޹

信
部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
今
年
度
の
関
東
地
Ҭ

事
業
用
自
動
車
安
全
対
策
会

議
で
は
、
い
ま
ͩ
ࠜ
ઈ
し
な

い
ҿ
ञ
運
転
、
多
数
の
ࢮ
ই

者
を
出
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

の
௥
突
事
故
を
最
重
要
項
目

と
し
て
、
事
故
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
皆
様
の
͝
理

解
と
͝
協
力
を
お
ئ
い
し
た

い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、「
関
東
地
Ҭ
事

業
用
自
動
車
安
全
施
策
２
０

２
５
」
に
つ
い
て
説
明
。
ҿ

ञ
運
転
事
故
݅
数
の
近
年
の

下
͛
止
ま
り
へ
の
対

応
や
、
大
ܕ
車
の
車

輪
୤
མ
事
故
防
止
活
動
な
ど

を
協
議
し
た
と
報
告
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
取
り
組

み
で
は
、７
年
中
に
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
ҿ
ञ
運
転
事
故

が
27
݅
発
生
し
て
い
る
状
گ

を
説
明
。
ҿ
ञ
運
転
事
故
݅

数
が
下
͛
止
ま
り
܏
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
の
ࢦ
導

徹
底
に
資
す
る
た
め
、
ҿ
ञ

運
転
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
、
事
ྫ
ू
と
し
て
ま
と
め

る
。ҩ
ࢣ
、バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

協
会
、
ґ
ଘ
঱
問
題
に
取
り

組
む
団
体
な
ど
へ
の
調
査
・

情
報
ऩ
ू
を
行
う
と
と
も

に
、事
業
者
の
取
り
組
み
は
、

޷
事
ྫ
と
し
て
取
り
ま
と
め

る
方
針
。
取
り
ま
と
め
な
ど

の
ৄ
ࡉ
は
、
ҕ
員
長
に
一
任

と
す
る
こ
と
を
ྃ
ঝ
し
た
。

関
東
ト
ラ

ッ
ク
協
会

（
会
長
・
ਫ

野
功
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協

会
長
）は
11

月
10
日
、
東

ト
総
合
会
館

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
取
Ҿ
環
境
・

労
働
時
間
改
善
東
京

都
地
方
協
議
会（
関

東
運
輸
局
・
東
京
運

輸
支
局
、
東
ト
協
な

ど
で
構
੒
）は
12
月

16
日
、「
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
ೋ
法
౳
に
関

す
る
説
明
会
」（
̬
̴

̱
ซ
用
）を
開
催
す

る
。対

象
は
、
東
ト
協

会
員
事
業
者
。
৔
所
は
、
東

ト
総
合
会
館
７
階
大
会
議

室
。
時
間
は
ޕ
後
２
時
か
ら

�
時
30
分
ま
で
。
参
加
費
は

ແ
料
。

定
員
は
、
会
৔
参
加
１
０

０
人
、̬
̴
（̱
̯
̾
̾
̼
）

参
加
４
０
０
人（
先
ண
ॱ
、

定
員
に
な
り
次
第
、
受
෇
ऴ

ྃ
）。内༰

は
、
ᶃ
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一
部
改
正

（
今
年
４
月
施
行
内
༰
）、
ᶄ

10
月
１
日（
７
年
度
前
半
分

の
交
෇
ਃ
請
を
し
て
い
る
৔

合
は
７
年
４
月
１
日
）ま
で

に
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
、
特
定
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
お
よ
び
貨
物
軽
自
動

車
運
送
事
業
の
い
ͣ
れ
か
の

ڐ
Մ
、
ま
た
は
届
出
を
行
っ

て
い
る
こ
と
、
ᶄ
都
内
に
営

業
ڌ
点
を
有
す
る
、
中
小
ا

業
基
本
法
に
規
定
す
る
中
小

貨
物
運
送
事
業
者
で
あ
る
こ

と
、
ᶅ
７
年
11
月
17
日
時
点

で
事
業
を
継
続
し
て
お
り
、

Ҿ
き
続
き
事
業
継
続
の
意
向

が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、車
両
要
݅
と
し
て
、

ᶃ
化
石
燃
料
を
使
用
し
て
自

ら
૸
行
す
る
自
動
車（
ೋ
輪

の
自
動
車
を
আ
く
）、
ᶄ
７

年
10
月
１
日（
７
年
度
前
半

分
の
交
෇
ਃ
請
を
し
て
い
る

৔
合
は
７
年
４
月
１
日
）ま

で
に
都
内
の
東
京
運
輸
支
局

౳
に
お
い
て
車
両
の
登
࿥
・

検
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
車
検

証
の
有
効
期
間
満
ྃ
日
が
同

日
以
߱
で
あ
る
こ
と
Ổ
Ổ
を

満
た
す
車
両
を
保
有
し
、
事

業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ਃ
請
は
、
専
用
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
か
ら
の
電
子
ਃ
請
ま

た
は
༣
送
に
て
行
う
。

ਃ
請
に
必
要
な
書
ྨ
や
電

子
ਃ
請
な
ど
ৄ
ࡉ
は
、
東
京

都
都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
র
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
京

都
運
輸
事
業
者
向
け
燃
料
費

ߴ
ಅ
ۓ
ٸ
対
策
事
業
支
援
金

事
務
局（
ὸ
０
５
０
・
１
７

５
２
・
６
７
５
３
）

警
ࢹ
庁
管
内
に
お
け
る
令

和
７
年
の
事
業
用
貨
物
自
動

車
に
よ
る
交
通
事
故
発
生
状

）گ
11
月
17
日
現
ࡏ
）に
よ

る
と
、
ࢮ
๢
事
故
の
݅
数
は

20
（݅
前
年
同
期
ൺ
７
݅
減
）

で
、
こ
の
う
ち
会
員
関
与
が

４
（݅
同
２
݅
減
）ͩ
が
、全

て
が
第
一
当
事
故
で
、
昨
年

の
年
間
݅
数
３
݅
を
す
で
に

１
݅
上
回
る
、
深
ࠁ
な
状
گ

と
な
っ
て
い
る
。

発
出
し
た
จ
書
で
は
、
今

年
策
定
さ
れ
た「
関
東
地
Ҭ

事
業
用
自
動
車
安
全
施
策
２

０
２
５
」
で
、
ߴ
ྸ
歩
行
者

の
ࢮ
ই
事
故（
車
両
直
前
横

断
事
故
）へ
の
対
応
が
最
重

要
項
目
に
位
置
෇
け
ら
れ
て

い
る
と
し
た
上
で
、
今
回
発

生
し
た
ࢮ
๢
事
故
で
は
、
ன

間
の
੖
ఱ
時
に
ߴ
ྸ
歩
行
者

が
横
断
歩
道
を
横
断
中
、
大

ܕ
貨
物
自
動
車
に
᫟れ

き

過か

さ
れ

て
お
り
、
安
全
不
確
認
が
ݪ

Ҽ
と
み
ら
れ
、
最
重
要
項
目

に
合
க
す
る
య
ܕ
的
な
事
故

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て

஫
意
が
必
要
と
ࢦ
ఠ
し
て
い

る
。年

຤
年
始
の
ൟ
๩
期
を
߇

え
、
道
࿏
交
通
が
᫔
᫓
し
事

故
が
૿
加
し
や
す
い
時
期
に

入
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
・

自
転
車
を
は
じ
め
、
他
の
交

通
に
も
஫
意
す
る
よ
う
強
く

要
請
。
特
に
、
12
月
10
日
か

ら
来
年
１
月
10
日
ま
で
実
施

さ
れ
る「
年
຤
年
始
の
輸
送

౳
に
関
す
る
安
全
総
点
検
」

に
合
わ
せ
、
交
ࠩ
点
や
横
断

歩
道
で
の
安
全
確
認
を
徹
底

す
る
よ
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
ࢦ
導
強
化
を
求
め
て
い

る
。

ク
Ｇ
メ
ン
の
取
り
組
み
Ổ
Ổ

に
つ
い
て
説
明
す
る
ほ
か
、

参
加
者
か
ら
の
࣭
ٙ
に
応
౴

す
る
。
ߨ
ࢣ
は
、
東
運
支
局

の
輸
送
୲
当
者
。

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法

は
、
今
年
６
月
に
੒
立
・
公

෍
さ
れ
て
お
り
、
各
法
཯
の

֓
要
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
、
現
時
点
に
お
け
る
情

報
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
る
。

ਃ
し
ࠐ
み
は
、
下
ه
の
ೋ

次
ݩ
コ
ー
ド
ま
た
は
、
東
ト

ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
ೋ
法
の
֓

要
、
ᶅ
ト
ラ
ッ

続
い
て
、
関
運
局
自
動
車

ٕ
ज़
安
全
部
保
安
・
環
境
課

の
鈴
木
ݠ
一
専
門
׭
が
、
関

運
局
の
取
り
組
み
な
ど
を
説

明
し
た
。

転
๾
໓
に
向

け
た
ア
ル
コ

ー
ル
ґ
ଘ
঱

に
対
応
す
る

た
め
の
調
査

（
仮
称
）の
実

施
方
針
を
ঝ

認
し
た
。

検
討
会
で

は
๯
಄
、
৿

本
উ
໵
ҕ
員

長（
東
ト
協

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
ϛ
ナ

ー
情
報
か
ら
行
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ڹ
を
大
き
く
受
け
て
い
る
中

小
の
貨
物
運
送
事
業
者
な
ど

を
対
象
に
支
援
事
業
を
実
施

す
る
も
の
で
、８
年
１
月
23

日
ま
で
支
援
金
の
ਃ
請
受
෇

を
行
う
。

支
援
内
༰
と
し
て
、
都
内

ナ
ン
バ
ー
の
事
業
用
車
両

（
緑
ナ
ン
バ
ー
や
ࠇ
ナ
ン
バ

ー
）に
対
し
、
１
台
当
た
り

定
額（
緑
ナ
ン
バ
ー
１
ສ
１

５
０
０
円
、
ࠇ
ナ
ン
バ
ー
４

０
０
０
円
）を
交
෇
す
る
。

対
象
と
な
る
貨
物
運
送
事

業
者
の
要
݅

は
、
ᶃ
７
年

ձ৔ࢀՃ
ೋ࣍ݩίʔυ
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事業༻՟෺ࣗಈंؔ༩ͷࢮ๢事ނ
（ி؅಺ࢹܯ）

項目
年

死亡事故件数（11月17日現在）

総件数 うち会員
関与

会員関与
の一当

令和６年 27（29） 6（7） 2（3）
令和７年 20 4 4
増減数 −7 −2 2

※�令和６年欄の事故件数は、令和７年の集計期間と前年同
期間の件数であり、（　）内の数字は令和６年中の事故件
数の累計

（ձһҰ౰）ނ๢事ࢮ೥ͷձһؔ༩ࠓ
発生日・場所 車種 状　　況
２月27日
大田区内
交差点

準
中
型

事業用準中型貨物車が、信号機のある交差点
を進行したところ、原動機付自転車と接触し
轢過したもの。

８月４日
東大和市
直線道路

大
型
事業用大型貨物車が、路外駐車場から道路に
進入する際、自転車と衝突したもの。

９月10日
大田区内
直線道路

準
中
型

事業用準中型貨物車のドライバーが自車に乗
り込む際、下り坂のためドアが想定より開い
たことで、右側方を通過する自動二輪車がド
アに接触し、その自動二輪車が対向車の事業
用普通乗用車に衝突したもの。

11月11日
板橋区内
交差点

大
型
事業用大型貨物車が、信号機のある交差点を
進行したところ、横断中の歩行者を轢過した
もの。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
һ
が
関
༩
す

る
第
Ұ
౰
事
ऀ
の
ࢮ
๢
事
ނ
が
ൃ
ੜ
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
事
ނ
଎
ใ
に
よ
る
と
、11

݄
11
೔
、൘
ڮ
۠
಺
の
交
ࠩ
఺
で
ൃ
ੜ
し

た
事
業
༻
େ
ܕ
՟
෺
ं
と
ߴ
ྸ
า
行
ऀ
と

の
ࢮ
๢
事
ނ
が
、会
һ
第
Ұ
౰
ࢮ
๢
事
ނ

と
൑
໌
。
ྩ
࿨
̓
೥
に
ൃ
ੜ
し
た
第
Ұ
౰

事
ނ
は
̐
݅
と
な
り
、６
೥
中
に
ൃ
ੜ
し

た
３
݅
を
্
回
る
こ
と
と
な
っ
た（
ผ
ܝ

ද
ࢀ
র
）。

東
ト
協
運
༌
҆
全
ҕ
һ
会
の
৿
ຊ
উ
໵

ҕ
һ
長
は
11
݄
14
೔
、会
һ
事
業
ऀ
に
ର

し
ͯ
、「
า
行
ऀ
อ
ޢ
と
ج
ຊ
的
な
҆
全

֬
ೝ
の
ప
ఈ
に
ͭ
い
ͯ
」の
จ
ॻ
を
ൃ
ग़

し
、
こ
れ
͔
Β
೥
຤
の
ൟ
๩
ظ
に
入
り
、

ಓ
࿏
交
௨
の
᫔;

͘

᫓そ
͏

と
と
΋
に
、事
ނ
が
ଟ

ൃ
す
る
܏
向
に
͋
る
こ
と
͔
Β
、「
交
௨

事
ނ
ࢮ
ऀ
数
を
こ
れ
Ҏ
্
૿
Ճ
͞
ͤ
な
い

た
め
に
、า
行
ऀ
อ
ޢ
と
ج
ຊ
的
な
҆
全

֬
ೝ
の
ప
ఈ
」を
ٻ
め
た
。

東ト協

４
件
目
の
会
員
一
当
死
亡
事
故
が
発
生

事業༻ࣗಈं安全̌̎ࡦࢪ ̎̑ औΓ૊Έ΁

運༌事ۀ者͚޲೩ྉඅߴಅ
ԉۚࢧۀ事ࡦରٸۓ ̓೥౓ޙ൒෼

౦
ژ
౎

τ
ラ
ỽ
Ϋ
ద
ਖ਼
Խ
ೋ
๏
౳
આ
໌
会

౦
ژ
౎
஍
ํ

ڠ

ٞ

ձ

̔
年
̍
݄
2ú
೔
·
Ͱ
ਃ
੥
ड
෇
த

ҿञӡసࠜઈʹ関͢ΔௐࠪΛ࣮ࢪ

ø2݄øý೔ձ৔ɾ8FCͰ։࠵
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関
東
ݍ
に
͓
͚
Δ
ࣗ
ಈ
ं
ࣄ
ނ
๷
ࢭ
対
策
ݕ
౼
ձ

歩
行
者
保
護
と
基
本
的
な
安
全
確
認
の
徹
底
を
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調
査
対
象
基
準
日
は
７
月

31
日
。
回
౴
数
は
１
６
８
事

業
者（
以
下
、
回
౴
ׂ
合
は

各
ઃ
問
の
有
効
回
౴
に
対
す

る
構
੒
率
、
૿
減
は
１
月
の

前
回
調
査
ൺ
）。

現
行
の
ऩ
受
運
賃
・
料
金

は
ඪ
準
的
運
賃
よ
り「
低
い
」

（
37
・
３
ˋ
）が
最
も
多
く
、

自
由
民
主
党
、
立
ݑ
民
主

党
、
日
本
ҡ
新
の
会
、
国
民

民
主
党
、
公
明
党
、
共
࢈
党

の
与
野
党
６
党
は
11
月
５

日
、
軽
༉
Ҿ
取
੫
お
よ

び
Ψ
ι
リ
ン
੫
の
࢑
定

੫
率
ഇ
止
に
正
式
合

意
。
軽
༉
Ҿ
取
੫
の
࢑

定
੫
率
１
Ἄ
当
た
り
17
・
１

円
を
令
和
８
年
４
月
１
日
に

ഇ
止
す
る
。

Ψ
ι
リ
ン
੫
の
࢑
定
੫
率

こ
れ
に「
少
し
低
い
」（
30
・

７
ˋ
）、「
極
め
て
低
い
」（
３・

６
ˋ
）を
加
え
たứ
低
い
Ừ全

体
で
は
71
・
６
ˋ
と
、
前
回

よ
り
９
・
３
⻲
減
少
し
、「
ほ

΅
同
額
」（
22
・
９
ˋ
）が
前

回
よ
り
６
・
３
⻲
૿
加
し
た

（
ά
ラ
ϑ
ᶃ
）。

ứ
低
い
Ừ
と
回
౴
し
た
事

１
Ἄ
当
た
り
25
・
１
円
は
、

12
月
31
日
に
ഇ
止
と
す
る
た

め
、
現
ࡏ
開
催
中
の
ྟ
時
国

会
で
関
連
法
Ҋ
੒
立
を
目
ࢦ

し
て
い
る
。

政
府
は
、Ψ
ι
リ
ン
੫・軽

༉
Ҿ
取
੫
の
࢑
定
੫
率
ഇ
止

に
൐
う
Ձ
֨
変
動
を
؇
和
す

業
者
が
ر
望
す
る
ׂ
૿
率

は
、「
10
ˋ
以
上
～
15
ˋ
ະ

満
」（
û1
・
２
ˋ
）が
最
も
多

く
、次
い
で
、「
５
ˋ
以
上
～

10
ˋ
ະ
満
」（
23
・
５
ˋ
）、

「
15
ˋ
以
上
～
20
ˋ
ະ
満
」

（
20
・
２
ˋ
）、「
20
ˋ
以
上
」

（
10
・
１
ˋ
）、「
５
ˋ
ະ
満
」

（
５
・
０
ˋ
）。
最
多
の「
10

る
た
め
、
ݩ
ച
り
各
社
へ
の

ิ
ॿ
金
を
ஈ
階
的
に
૿
額
す

る
。
軽
༉
に
つ
い
て
は
、
11

月
13
日
に
10
円
か
ら
15
円
に

૿
額
。
さ
ら
に
、
同
27

日
に
は
、
࢑
定
੫
率
と

同
額
の
17
・
１
円
に
૿

額
す
る
。
ิ
ॿ
金
は
、

ഇ
止
と
同
時
に
ऴ
ྃ
す
る
༧

定
で
、
軽
༉
Ձ
֨
は
実
࣭
的

に
17
・
１
円
ఔ
度
Ҿ
き
下
が

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

ˋ
以
上
～
15
ˋ
ະ
満
」
を
ر

望
す
る
事
業
者
は
、
前
回
調

査
よ
り
７
・
１
⻲
の
大
෯
૿

加
と
な
っ
た
。

「
ඪ
準
的
運
賃
」
の
荷
主

な
ど
と
の
運
賃
交
ব
に
つ

い
て
、「
交
ব
し
た
」（
36
・

４
ˋ
）、「
交
ব
す
る
༧
定
」

（
2û
・
８
ˋ
）を
合
わ
せ
61
・

２
ˋ
で
、前
回
調
査
よ
り
４・

５
⻲
減
少
と
な
っ
た
。一
方
、

「
交
ব
で
き
な
い
」（
９
・
１

ˋ
）は
前
回
調
査
よ
り
１
・

６
⻲
減
少
し
た
が
、「
交
ব

し
な
い
」（
29
・
７
ˋ
）は
６
・

１
⻲
૿
加
し
て
お
り
、
交
ব

で
き
な
い
事
業
者
が
全
体
の

38
・
�
ˋ
と
な
っ
て
い
る（
ά

ラ
ϑ
ᶄ
）。

「
交
ব
し
な
い
」「
交
ব
で

き
な
い
」
理
由
と
し
て
は
、

「ứ
ඪ
準
的
運
賃
Ừ
を
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
い
と
ࢥ
う
た

め
」（
65
・
６
ˋ
）が

最
も
多
く
、
回
౴
の

໿
３
分
の
２
を
઎

め
、
前
回
調
査
よ
り

３
・
７
⻲
૿
加
し
て

い
る
。
一
方
、「
今

後
の
取
り
Ҿ
き
を
断

ら
れ
る（
Մ
能
性
が

あ
る
）た
め
」（
８
・

２
ˋ
）は
、
前
回
調

査
よ
り
１
・
３
⻲
減

少
し
て
い
る
。

「
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
制
の
導
入
状

گ
」
に
つ
い
て
は
、

「
導
入
し
て
い
る
」

が
23
・
２
ˋ
、「
検

討
中
」
が
８
・
３
ˋ
と
な
る

一
方
、「
導
入
し
て
い
た
が

今
は
し
て
い
な
い
」
が
12
・

５
ˋ
、「
導
入
し
た
こ
と
が

な
い
」
が
56
・
�
ˋ
と
な
っ

て
い
る（
ά
ラ
ϑ
ᶅ
）。

「
導
入
し
て
い
る
」
が
前

回
調
査
よ
り
１
・
６
⻲
૿
加

し
て
い
る
も
の
の
、
燃
料
Ձ

֨
の
ߴ
ಅ
が
続
く
中
、
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
の
導
入
を

国
土
交
通
省
は
11
月
�

日
、「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送

の
効
率
化
౳
に
向
け
た
検
討

会
」（
࠲
長
・
໼
野
裕
ࣇ
流
通

経
済
大
学
ڭ
授
）の
提
ݴ
を

取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
。
人
口
減
少
や

୲
い
ख
不
足
が
深
ࠁ

化
す
る
中
で
、
࠶
配

ୡ
の
削
減
や
地
Ҭ
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
持
続

Մ
能
な
提
供
を
目
ࢦ

す
も
の
で
、
今
後
の

物
流
施
策
の
方
向
性

を
ࣔ
し
た
。

取
り
ま
と
め
で

は
、
ᶃ
多
様
な
受
取

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
セ
ン

タ
ー
は
、
令
和
７
年
度
第
２

回
運
行
管
理
者
ࢼ
）ݧ
貨
物
）

を
実
施
す
る
。

ࢼ
ݧ
日
ఔ
は
８
年
２
月
1û

日
～
３
月
15
日（
ࢼ
ݧ
会
৔

な
ど
を
༧
໿
す
る
ࡍ
に
ر
望

日
時
を
選
୒
す
る
）。
ࢼ
ݧ

時
間
は
90
分
間
。
ࢼ
ݧ
方
法

は
パ
ι
コ
ン
を
使
用
す
る
Ｃ

Ｂ
Ｔ
方
式
で
行
う
。

受
ݧ
ਃ
請
の
方
法
は
、
新

規
・
࠶
受
ݧ
と
も
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ਃ
請
の
み
。
受
෇

期
間
は
12
月
８
日
～
８
年
１

月
1û
日
。

ừ
ड
ݧ
ࢿ
֨
Ử

次
の
い
ͣ
れ
か
の
要
݅
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

ᶃ
ࢼ
ݧ
日
の
前
日
に
お
い

て
、
自
動
車
運
送
事
業（
貨

物
軽
自
動
車
運
送
事
業
を
আ

く
）の
用
に
供
す
る
事
業
用

自
動
車
、
ま
た
は
特
定
第
ೋ

種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
の

し
て
い
な
い
事
業
者
が
過
半

数
を
௒
え
て
い
る
。

労
働
力
お
よ
び
２
０
２
４

年
問
題
に
つ
い
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ฏ
ۉ
年
ྸ
は「
50
ࡀ

以
上
～
55
ࡀ
ະ
満
」
が
û6
・

４
ˋ
、「
û5
ࡀ
以
上
～
50
ࡀ

ະ
満
」が
22
・
０
ˋ
、「
55
ࡀ

以
上
～
60
ࡀ
ະ
満
」
が
1û
・

９
ˋ
で
、
ฏ
ۉ
年
ྸ
が
50
ࡀ

以
上
と
な
る
事
業
者
は
69
・

１
ˋ
と
な
り
、
前
回
調
査
か

ら
０
・
７
⻲
減
少
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ॆ
足
状

گ
で
は
、「
少
し
足
り
な
い
」

（
û5
・
８
ˋ
）、「
か
な
り
不

足
し
て
い
る
」（
11
・
９
ˋ
）、

「
׬
全
に
不
足
し
て
い
る
」

（
10・７
ˋ
）を
合
わ
せ
たứ
不

足
Ừ
は
68
・
４
ˋ
で
、
前
回

調
査
よ
り
８
・
６
⻲
減
少
し

た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ߴ
ྸ

化
や
࠾
用
不
足
の
܏
向
に
ࣃ

止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状

گ
を
ࣔ
し
て
い
る
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
令

和
７
年
６
月
の
１
か
月
間
の

߆
ଋ
時
間
に
つ
い
て
、
２
８

方
法
の
さ
ら
な
る
普
及
・
ਁ

ಁ
や
୐
配
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
の
変
ֵ
、
ᶄ
地
Ҭ
の
物
流

サ
ー
ビ
ス
の
持
続
Մ
能
な
提

供
に
向
け
た
環
境
整
備
、
ᶅ

地
Ҭ
の
配
送
౳
に
お
け
る
新

た
な
輸
送
ख
ஈ
の
活
用
と
次

ੈ
代
࢈
業
と
し
て
の
ల
開
Ổ

Ổ
の
３
つ
を
ப
に
ܝ
͛
た
。

֓
要
は
、次
の
通
り
。

ừ
ᶃ
ଟ
༷
ͳ
ड
औ
ํ
๏
ͷ
ී

ٴ
Ử୐

配
ボ
ッ
ク
ス
や
置
き
配

の
活
用
促
進
、
Ӻ
や
公
共
施

ઃ
な
ど
生
活
動
ઢ
上
へ
の
୐

配
ロ
ッ
カ
ー
の
ઃ
置
推
進
を

ܝ
͛
た
。
ඪ
準
୐
配
ศ
運
送

新
ٕ
ज़
の
活
用
、
地
Ҭ
ڌ
点

の
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
。

೶
山
ړ
ଜ
を
含
む
地
Ҭ
物
流

網
の
ҡ
持
・
確
保
を
ਤ
る
。

ま
た
、
地
Ҭ
の
配
送
・
小
ച

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
౳
が
連
ܞ

し
て
バ
イ
Φ
デ
ィ
ー
θ
ル
燃

料
や
ߴ
性
能
஝
ྫྷ
ࡎ
に
よ
る

ྫྷ
ଂ
・
ྫྷ
ౚ
輸
送
を
進
め
る

な
ど
、
୤
୸
ૉ
化
に
資
す
る

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

ừ
ᶅ
৽
ͨ
ͳ
༌
ૹ
ख
ஈ
ͷ
׆

༻
Ử過

ૄ
地
Ҭ
や
離
島
で
の
ド

ロ
ー
ン
配
送
、
さ
ま
͟
ま
な

ܗ
ଶ
の
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
を「
次
ੈ
代
輸
送
࢈

業
」
と
し
て
位
置
෇
け
、
社

会
実
૷
に
向
け
た
実
証
実
ݧ

事
業
用
自

動
車（
緑

ナ
ン
バ
ー
）の
運
行
管
理
に

関
し
、
１
年
以
上
の
実
務
経

ݧ
を
有
す
る
者（
運
転
業
務

な
ど
は
֘
当
し
な
い
）

ᶄ
国
土
交
通
大
臣
認
定
の

ߨ
श
実
施
機
関
で
、
ฏ
੒
７

年
４
月
１
日
以
߱
の
基
ૅ
ߨ

श
を
म
ྃ
し
た
者

「˞
基
ૅ
ߨ
श
म
ྃ
༧
定
」

と
し
て
受
ݧ
ਃ
請
す
る
৔

合
、８
年
２
月
４
日
ま
で
に

基
ૅ
ߨ
श
を
म
ྃ
し
、「
基

ૅ
ߨ
श
म
ྃ
証
書
」
ま
た
は

「
運
行
管
理
者
ߨ
श
ख
ா
」

を
提
出（
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
）

す
る

ừ
ड
ݧ
ख
਺
ྉ
ͳ
Ͳ
Ử

ᶃ
受
ݧ
ख
数
料
ử
６
０
０

０
円（
ඇ
課
੫
）

ᶄ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ਃ
請

利
用
料
な
ど
ử
新
規
６
６
０

円
／
࠶
受
ݧ
８
６
０
円（
い

ͣ
れ
も
੫
ࠐ
み
）

ừ
ਃ
੥
ํ
๏
Ử

運
管
ࢼ
ݧ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

４
時
間
を
௒
え
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
が「
い
る
」
が
11
・

６
ˋ
と
回
౴
し
、
前
回
調
査

よ
り
７
・
６
⻲
減
少
し
た
。

֘
当
ド
ラ
イ
バ
ー
が
全
体
の

10
ˋ
以
上
の
事
業
者
の
ׂ
合

は
29
・
４
ˋ
ͩ
っ
た
。

߆
ଋ
時
間
な
ど
の
ॖ
減

に
向
け
た
対
応
策
で
は
、
社

内
対
策
と
し
て
、「
߆
ଋ
時

間
、労
働
時
間
管
理
の
徹
底
」

（
û1
・
�
ˋ
）、「
デ
ジ
タ
コ
、

運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

Ｉ
Ｔ
の
活
用
」（
20
・
２
ˋ
）、

「
従
業
員
の
労
働
時
間
減
少

へ
の
対
応
」（
19・５
ˋ
）、「
配

送
ル
ー
ト
・
運
行
計
ը
౳
の

見
直
し
」（
16
・
９
ˋ
）を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
荷
主

な
ど
の
対
策
と
し
て
は
、「
待

機
時
間
の
減
少
に
よ
る
߆
ଋ

時
間
・
労
働
時
間
の
୹
ॖ
」

（
û3
・
６
ˋ
）、「
運
賃
の
஋

上
͛
」（
29
・
２
ˋ
）、「
配
送

効
率
の
向
上
」（
23
・
８
ˋ
）

と
、
物
流
の
効
率
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

状
گ
に
あ
る
。

໿
׺
に
お
い
て
、
対
面
以
外

の
Ҿ
き
渡
し（
୐
配
ボ
ッ
ク

ス
、
自
୐
ݰ
関
前
な
ど
）を

明
ه
す
る
方
向
で
検
討
を
進

め
る
。
さ
ら
に
、
置
き
配
を

Մ
能
と
す
る
Φ
ー
ト
ロ
ッ
ク

管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

配
送
఻
票
や
఻
票
൪
号
、
デ

ー
タ
ܗ
式
の
共
通
化
を
進

め
、
配
送
業
務
の
効
率
化
と

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
。

ừ
ᶄ
஍
Ҭ
෺
ྲྀ
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ

࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
ఏ
ڙ
Ử

༣
ศ
局
や
Ｅ
Ｃ
事
業
者
、

物
流
事
業
者
な
ど
多
様
な
主

体
が
連
ܞ
し
、
共
同
配
送
や

貨
٬
ࠞ
載
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど

を
推
進
。
ド
ロ
ー
ン
配
送
の

さ
ら
な
る
事
業
化
に
向
け

て
、
ド
ロ
ー
ン
航
࿏
や
配
送

ڌ
点
の
整
備
、
ෳ
数
機
の
同

時
運
航
や
運
航
ܗ
ଶ
の
֦
大

（
レ
ベ
ル
４
ඈ
行
）に
向
け

て
、
ਵ
時
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

国
交
省
は
こ
の
ほ
ど
、９

月
30
日
に
Φ
ン
ラ
イ
ン
開
催

し
た「
下
請
法
・
下
請
ৼ
ڵ

法
改
正
法
説
明
会
」
で
、参

加
者
か
ら
出
さ
れ
た
࣭
問
に

対
す
る
回
౴
と
し
て
、「
̦

ど
を
見
直
し
て
い
く
。

国
交
省
は
、
本
検
討
会
の

取
り
ま
と
め
を
次
期「
総
合

物
流
施
策
大
ߝ
」
の
検
討
に

も
൓
ө
し
て
い
く
方
針
。

ৄ
ࡉ
は
、
同
検
討
会
サ
イ

ト
を
参
র
。

ˍ
Ａ
ू
」
を

取
り
ま
と
め

た
。
説
明
会

参
加
者
を
対
象
に
ࣔ
さ
れ
た

も
の
ͩ
が
、
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会

員
専
用
エ
リ
ア
で
、
Ӿ
ཡ
が

Մ
能
。

「
̦
ˍ
Ａ
ू
」は
、10
月
31

日
時
点
の
内
༰
。

ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）か
ら
ਃ

請
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

ਃ
し
ࠐ
み
ख
ॱ
に
従
っ
て
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
必

要
な
事
項
を
入
力
。
ఴ
෇
書

面
と
し
て
、
受
ݧ
資
֨
の
証

明
書
面（
基
ૅ
ߨ
श
म
ྃ
証

書
な
ど
）、
受
ݧ
者
本
人
の

証
明
書
面（
運
転
໔
ڐ
証
な

ど
）・
إ
ࣸ
ਅ
を
提
出（
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
）す
る

˞
提
出
書
ྨ
の
審
査
׬
ྃ

後
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
ࢼ
ݧ
専
用
サ
イ

ト（
Ҋ
内
メ
ー
ル
に

ه
載
）に
ア
ク
セ
ス

し
、
ࢼ
ݧ
会
৔
と
日

時
を
選
୒
す
る（
書

ྨ
審
査
が
׬
ྃ
す
る

ま
で
༧
໿
は
で
き
な

い
ࢼ（

ݧ
݁
果
は
８
年

４
月
１
日（
༧
定
）、

同
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で

発
表
す
る
༧
定
。
ৄ

ࡉ
は
同
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
を
参
র
。

軽
༉
Ҿ
取
੫
の
࢑
定
੫
率

に
つ
い
て
は
、財
源
確
保
、流

通
へ
の
Ө
ڹ
、
地
方
財
政
へ

の
配
ྀ
な
ど
に
加
え
、
運
輸

事
業
ৼ
ڵ
ॿ
੒
交
෇
金
の
取

り
ѻ
い
な
ど
、
地
方
੫
特
有

の
実
務
上
の
課
題
に
適
切
に

対
応
し
た
上
で
、
軽
༉
に
対

す
る
ิ
ॿ
金
に
代
え
て
、
地

方
団
体
の
財
政
年
度
開
始
の

８
年
４
月
１
日
に
ഇ
止
す
る

こ
と
で
合
意
さ
れ
た
も
の
。

極めて低い
3.6%（6）

標準的運賃より高い
5.4%（9）

低い
37.3%（62）
低い

37.3%（62）

少し低い
30.7%（51）
少し低い
30.7%（51）

ほぼ同額
22.9%（38）
ほぼ同額
22.9%（38）

交渉した
36.4%（60）
交渉した
36.4%（60）交渉しない

29.7%（49）
交渉しない
29.7%（49）

交渉できない
9.1%（15）

ඪ४తӡ௞とൺ΂ߦݱऩडӡ௞
ྉۚͷ͔͍཭ঢ়گ�ʢΧッί಺ճ౴਺ʣ

ʮඪ४తӡ௞ʯʹ 業౳اΔՙओ܎
΁ͷަবঢ়گ�ʢΧッί಺ճ౴਺ʣ

交渉する予定
24.8%（41）
交渉する予定
24.8%（41）

【グラフ①】

【グラフ②】

導入している
23.2%（39）
導入している
23.2%（39）

検討中
8.3%（14）
検討中
8.3%（14）

導入したことがない
56.0%（94）

導入したことがない
56.0%（94）

೩ྉαʔνϟʔδ੍ͷಋೖঢ়گ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢΧッί಺ճ౴਺ʣ

導入していたが
今はしていない
12.5%（21）

導入していたが
今はしていない
12.5%（21）

【グラフ③】

߹計ճ౴਺
̍̒ �
事業ऀ

߹計ճ౴਺
���
事業ऀ

߹計ճ౴਺
���
事業ऀ

ऩ
ड
ӡ
௞
̓
ׂ
ủ͕
௿
͍
Ứ

ӡ௞ಈ޲ௐࠪ東ト協࿈
ୈûúճ

ަ
ব
Ͱ
্
ঢ
܏
޲
Λ
ࣔ
͢

೩ྉαʔνϟʔδະಋೖüýˋ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協
同

組
合
連
合
会（
椎
名
幸
子
会
長
）は
こ

の
ほ
ど
、第
43
回「
運
賃
動
向
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」結
果
を
ま
と
め

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、現
行
の
収
受
運

賃
・
料
金
は
標
準
的
運
賃
よ
り『
低
い
』

と
す
る
回
答
が
全
体
で
71
・
６
％
と

な
っ
た
が
、前
回
調
査
よ
り
９
・
３
㌽

減
少
し
、荷
主
と
の
運
賃
交
渉
に
よ
る

成
果
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
軽
油

引
取
税
暫
定
税
率
の
廃
止
に
向
け
た

動
き
の
中
で
、燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制

を「
導
入
し
た
こ
と
が
な
い
」と
の
回

答
が
56
・
０
％
と
過
半
数
を
超
え
、荷

主
と
の
運
賃
交
渉
時
に
導
入
に
向
け

た
提
案
が
必
要
と
な
る
。

དྷ
೥
̐
݄
̍
೔
ഇ
ࢭ
΁

ܰ
༉
Ҿ
औ
੫
࢑
ఆ
੫
཰

̓
೥
౓

ୈ
̎
ճ

ӡ
ߦ
管
理
ऀ
ࢼ
ݧ

ø2݄̔೔ʙ̔೥݄̍øû೔ਃ੥受෇

ࠃ
ަ
ল

࠶
഑
ୡ
࡟
ݮ
΍
஍
Ҭ
෺
ྲྀ
の
࣋
ଓ
Խ
ఏ
ݴ

ラストマイル配送の効率化へ

վ
ਖ਼
औ
ద
๏
ٴ
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վ
ਖ਼
ৼ
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๏
ʹ

܎
Δ
̦
ˍ
̖
ू
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は

近
年
、運
転
者
不
足
に
加
え
、

燃
料
費
や
人
݅
費
の
૿
大
な

ど
が
中
小
事
業
者
の
経
営
を

圧
ഭ
し
、
経
営
ഁ
୼
す
る
と

こ
Ζ
が
૿
え
て
い
る
。

ఇ
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
ू

計（
ෛ
࠴
額
１
０
０
０
ສ
円

以
上
）に
よ
る
と
、
令
和
６

年
度
の
౗
࢈
݅
数（
軽
貨
物

を
含
む
）は
３
５
１
݅
で
前

年
度
ൺ
10
・
７
ˋ
૿
と
、
４

年
連
続
で
૿
加
し
た
。

今
年
度
上
半
期（
４
～
９

月
）は
１
５
６
݅
で
、
前
年

同
期
よ
り
２
ׂ
少
な
い
も
の

の
、
ґ
વ
と
し
て
多
い
ਫ
準

に
あ
る
。

物
Ձ
ߴ
関
連
は
ऩ
ま
り
つ

つ
あ
る
よ
う
ͩ
が
、
運
転
者

の
確
保
೉
や
人
݅
費
の
૿

大
な
ど
、
人
ख
不
足
関
連
の

定
的
に
輸
送
力
を
確
保
・
提

供
で
き
る
か
な
ど
が
問
わ
れ

る
は
ͣ
。
対
応
力
の
あ
る
事

業
者
は
受
ୗ
֦
大
の
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
が
、
そ
う
で
な
い

৔
合
、
ҕ
ୗ
見
直
し
な
ど
選

別
さ
れ
る
Մ
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
入
出
荷
の
ฏ
準
化

や
積
載
率
の
向
上
、
ԟ
෮
輸

送
な
ど
効
率
化
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
で
、
運
行
数
や
Ք
働

車
両
数
の
削
減
も
し
く
は
૿

加
が
抑
制
さ
れ
る
な
ど
、
実

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
は
事

業
に
マ
イ
ナ
ス
Ө
ڹ
が
出
か

Ͷ
な
い
ଆ
面
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
数
年
後
に
は
適

正
化
２
法
が
施
行
さ
れ
、
事

業
ڐ
Մ
の
ߋ
新
制
導
入
と
あ

わ
せ
、「
適
正
ݪ
Ձ
」を
९
क

し
た
運
賃
・
料
金
ऩ
受
が
求

め
ら
れ
る
。
事
業
適
正
化
の

観
点
か
ら
も
事
業
者
の
選
別

が
進
む
Մ
能
性
が
あ
る
。

（
ラ
Π
λ
ồ
ɾ
ࢁ
্
ୡ
ࡾ
）

૿
加
が
目
立
ち
、
今
年
度
上

半
期
は
33
݅
で
前
年
同
期
の

１
・
７
ഒ
と
多
い
。
同
様
の

リ
ス
ク
が
あ
る
と
こ
Ζ
も
少

な
く
な
い
と
み
ら
れ
る
。

特
に
ݒ
೦
さ
れ
る
の
は
人

݅
費
の
૿
大
。
࢈
業
界
で
は

賃
金
Ҿ
き
上
͛
の
動
き
が
強

ま
っ
て
お
り
、
日
本
商
工
会

議
所
の
調
査
に
よ
れ
͹
、
今

य़
ಆ
の
中
小
ا
業
の
賃
上
͛

率
は
໿
４
ˋ
と
い
う
。
最
低

賃
金
も
大
෯
な
Ҿ
き
上
͛
が

続
き
、
賃
金
ਫ
準
を
ԡ
し
上

͛
て
い
く
見
ࠐ
み
ͩ
。

業
界
は
２
０
２
４
年
問
題

に
続
き
、次
の
য
点
と
し
て
、

運
転
者
の
ߴ
ྸ
化
な
ど
で
人

ख
不
足
状
گ
が
さ
ら
に
深
ࠁ

に
な
る
２
０
３
０
年
問
題
へ

の
対
応
に
ഭ
ら
れ
て
お
り
、

賃
上
͛
な
ど
ॲ
۰
改
善
が
ٸ

を
要
Ҽ
と
し
た
౗
࢈
が
さ
ら

に
૿
え
る
Մ
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
業
界
大
ख

な
ど
で
は
業
務
・
資
本
提
ܞ

や
ങ
ऩ
な
ど
の
動
き
が
૬
次

͗
、業
界
࠶
ฤ
の
様
૬
ͩ
。

そ
の
ૂ
い
は
、
事
業
基
൫

の
強
化
は
も
ち
Ζ
ん
ͩ
が
、

事
業
者
の
ғ
い
ࠐ
み
や
グ
ル

ー
プ
化
な
ど
で
輸
送
力
の
確

保・૿
強
を
ਤ
る
と
と
も
に
、

改
正
物
流
法
へ
の
対
応
と
し

て
、
効
率
化
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
の
෍
石
と
も

ࢥ
わ
れ
る
。

こ
の
改
正
物
流
法
は
今
年

４
月
に
施
行
さ
れ
、
荷
主
・

物
流
事
業
者
に
対
し
、
物
流

効
率
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
努
力
義
務
を
課
し
た
。

来
年
４
月
か
ら
は
、
一
定

規
模
以
上
の
事
業
者（
特
定

事
業
者
／
ト
ラ
ッ
ク
運
送
は

保
有
車
両
１
５
０
台
以
上
）

を
対
象
と
し
て
、
効
率
化
に

向
け
た
中
長
期
計
ը
の
策
定

と
実
施
状
گ
な
ど
の
報
告
を

義
務
෇
け
る
。

特
定
事
業
者
は
、
所
管
行

政
が
ࣔ
し
た
効
率
化
施
策
や

目
ඪ
な
ど
に
基
づ
き
、
荷
待

ち
・
荷
役
時
間
の
୹
ॖ
や
積

載
率
の
向
上
な
ど
の
取
り
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
れ
に
൐
い
、
大
ख
の
荷

主
や
物
流
事
業
者
な
ど
を
中

心
と
し
て
、
入
出
荷
体
制
や

配
車・運
行
計
ը
の
見
直
し
、

さ
ら
に
同
業
、
あ
る
い
は
ҟ

業
種
間
の
共
同
輸
配
送
や
෮

࿏
の
貨
物
確
保
な
ど
、
輸
送

体
制
見
直
し
の
動
き
が
૬
次

い
で
い
る
。

特
定
事
業
者
は
国
内
貨
物

の
半
分
ఔ
度
を
カ
バ
ー
す
る

と
さ
れ
、
多
く
の
実
運
送
事

業
者
に
Ө
ڹ
が
及
Ϳ
。
共
同

輸
配
送
な
ど
新
た
な
輸
送
体

制
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
安

務
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
人
݅
費
の
さ

ら
な
る
૿
大
が
ආ
け
ら
れ
な

い
見
通
し
で
、
運
転
者
の
確

保
೉
と
૬
ま
っ
て
、
こ
れ
ら

ڧ
·
Δ
બ
ผ
・
౫
ଡ
ͷ
༷
૬

人手不足関連倒産が増加傾向

相次ぐ輸送体制見直しも要因

中
小
ا
業
庁
は
、
過
去
最

大
と
な
っ
た
今
年
度
の
最
低

賃
金
Ҿ
き
上
͛
に
対
応
す
る

中
小
ا
業
・
小
規
模
事
業
者

を
後
ԡ
し
す
る
た
め
、
賃
上

͛
・
最
低
賃
金
対
応
支
援
に

係
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ϛ
ラ

サ
ポ
̿
̻
̈́
͂
」（
ࣸ
ਅ
）を

国
土
交
通
省
は
11
月
６

日
、
令
和
６
年
度
ิ
正
༧
ࢉ

に
よ
る「
中
小
物
流
事
業
者

の
労
働
生
࢈
性
向
上
事
業

（
テ
ー
ル
ή
ー
ト
リ
フ
タ
ー

౳
導
入
౳
支
援
）」
の
２
次

公
ื
を
実
施

す
る
と
発
表

期
間
は
来
年
１
月
13
日
か

ら
２
月
６
日
ま
で（
先
ண
ॱ
、

༧
ࢉ
額
を
௒
過
し
た
৔
合
は

受
෇
ऴ
ྃ
）。

ਃ
請
資
֨
は
、
中
小
物
流

事
業
者（
資
本
金
３
ԯ
円
以

下
ま
た
は
従
業
員
数
３
０
０

人
以
下
か
つ
保
有
車
両
台
数

５
両
以
上
）で
、「
ホ
ワ
イ
ト

̣
̭
総
合
ݚ
ڀ
所
の「
２

０
２
５（
令
和
７
）
年
度
の

経
済
と
貨
物
輸
送

の
見
通
し
」（
改
గ

／
10
月
３
日
公

表
）に
よ
る
と
、

国
内
貨
物
総
輸
送

ྔ
は
前
年
度
ൺ

１
・
９
ˋ
減
と
４

年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
と
༧
ଌ
。
マ
イ

ナ
ス
෯
は
前
年

度（
１
・
４
ˋ
減
）

よ
り
や
や
֦
大
す

る
見
ࠐ
み（
以
下
、

૿
減
は
前
年
度

ൺ
）。

今
年
度

は
、
消
費

関
連
・
生
࢈
関
連
貨
物
が
前

年
度
の
૿
加
か
ら
一
転
し
て

そ
れ
ぞ
れ
２
・
０
ˋ
減
、２
・

５
ˋ
減
と
な
る
。一
方
で
ݐ、

ઃ
関
連
貨
物
は
マ
イ
ナ
ス
෯

が
大
෯
に
改
善
す
る
も
の

の
、
１
・
３
ˋ
減
と
な
る
見

ࠐ
み
。

輸
送
機
関
別
に
み
る
と
、

今
年
度
の
営
業
用
自
動
車
輸

送
ྔ
は
０
・
６
ˋ
減
と
、
４

年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
へ
。
消

費
関
連
・
生
࢈
関
連
・
ݐ
ઃ

関
連
貨
物
の
不
ৼ
が
Ө
ڹ
し

て
い
る
。
一
方
、
自
Ո
用
自

動
車
輸
送
ྔ
は
４
・
３
ˋ
減

と
༧
ଌ
し
て
い
る
。

公
開
す
る
と
と
も
に
、
各
種

ิ
ॿ
金
の
公
ื
を
実
施
し
て

い
る
。

今
年
度
の
全
国
加
重
ฏ
ۉ

は
１
１
２
１
円（
前
年
度
ൺ

６・３
ˋ
૿
）で
、東
京
都
は
、

１
２
２
６
円
と
な
っ
て
い
る
。

中
ا
庁
で
は
、
賃
上
͛
ݪ

物
流
」
推
進
運
動
の
自
主
行

動
એ
ݴ
や
、「
働
き
や
す
い
৬

৔
認
証
制
度
」の
認
証
取
得
、

ま
た
は「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
એ
ݴ
」
の
い
ͣ
れ
か

を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

ま
た
、
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
を
取

得
し
た
り
、
最
低
賃
金
を
３

ˋ
ま
た
は
û5
円
以
上
૿
加
さ

け
た
環
境
の
整
備
に
係
る
支

援
を
แ
ׅ
的
に
行
っ
て
い
る
。

Ձ
֨
転
Շ
対
策
に
つ
い
て

は
、
来
年
１
月
に
施
行
さ
れ

る
中
小
受
ୗ
取
Ҿ
適
正
化
法

（
取
適
法
）へ
の
ண
実
な
対

応
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
各
種
ิ
ॿ
金
に
お

い
て
、
要
݅
の
؇
和
や
審
査

に
お
け
る
優
۰
ા
置
を
ߨ
じ

る
ほ
か
、
੺
ࣈ
ا
業
で
も
܁

せ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、

ิ
ॿ
上
限
台
数
の
Ҿ
き
上
͛

を
行
う
優
۰
ા
置
も
あ
る
。

１
次
公
ื
時
に
ਃ
請
を
行

い
、
交
෇
決
定
を
受
け
た
৔

合
、
同
事
業
へ
の
ਃ
請
は
で

き
な
い
。

ৄ
ࡉ
は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
র
。

し
た
。
対
象
事
業（
ᶃ
～
ᶔ
）

と
ิ
ॿ
額
な
ど
は
ද
の
通
り
。

ࣥ
行
団
体
と
し
て
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
ิ
ॿ
金

ਃ
請
の
受
෇
を
行
う
。
受
෇

ӽ
߇
আ
に
よ
り
利
用
で
き
る

賃
上
͛
促
進
੫
制
、
生
࢈
性

ֵ
໋
推
進
事
業
な
ど
に
よ
る

支
援
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

Ҭ
内
へ
の
೾
及
効
果
の
大
き

い
１
０
０
ԯ
ا
業
を
目
ࢦ
す

中
小
ا
業
へ
の
支
援
や
、
事

業
ঝ
継
、
࠶
生
支
援
な
ど
へ

の
૬
ஊ
体
制
の
強
化
を
行
っ

て
い
く
。

ৄ
ࡉ
は
、「
ϛ
ラ
サ
ポ
̿

̻
̈́
͂
」
サ
イ
ト
な
ど
を
参

র
。

資
確
保
に
向
け
た
Ձ

֨
転
Շ
対
策
の
強

化
、
ิ
ॿ
金
な
ど
に

よ
る
支
援
と
と
も

に
、中
小
ا
業・小
規

模
事
業
者
の
生
࢈
性

向
上
に
お
け
る
賃
上

͛
支
援
機
能
の
強
化

な
ど
、
賃
上
͛
に
向

対象事業（①～⑱）と補助額
車両の効率化設備の導入等事業
●①テールゲートリフター
導入費の６分の１／１台当たり10万円（アー
ム式・垂直式）、20万円（後部格納式・床下
格納式）
●②トラック搭載型クレーン
導入費の６分の１／１台当たり70万円（大
型）、60万円（中型）、50万円（小型）
●③トラック搭載用２段積みデッキ
導入費の６分の１／デッキ１基につき６万円（１
台当たり上限18万円、最大車両７台分１２６万
円まで）
●④ダブル連結トラック
導入費の６分の１／１台当たり上限４００万円
（バンフルトレーラ・ドリー付きバンセミト
レーラ・ドリー＋セミトレーラ）
※�１事業者につき１台。ただし、①～④はＧマーク認
定事業者は３台、「ホワイト物流」推進運動の自主
行動宣言、「働きやすい職場認証制度」の認証取得、
「パートナーシップ構築宣言」の実施、最低賃金を
３％または45円以上増加させている事業者は２台

業務効率化事業
●⑤予約受付システム
●⑥ＡＳＮシステム
●⑦受注情報事前確認システム
●⑧パレット等管理システム
●⑨配車計画システム
●⑩求貨求車システム
●⑪運行・労務管理システム
●⑫契約書電子化システム
各システム導入費の２分の１／１事業者当た
り上限24万円、複数システムの導入可
●⑬車両動態管理システム
導入に係るデジタルタコグラフ導入費の２分
の１（１台当たり上限12万円／１事業者当た
り10台まで）
経営力強化事業
●⑭原価管理システム
導入費の２分の１／１事業者当たり上限６万円
●⑮Ｍ＆Ａ・事業承継
経費の６分の１／１事業者当たり上限50万円
人材確保・育成事業
●⑯人材採用活動
●⑰人材育成活動
活動費の２分の１／１事業者当たり上限15万
円
●⑱�中・大型免許、けん引免許、フォークリフト
運転資格
免許・資格取得費の２分の１／１事業者当た
り上限15万円

̣̭ ૯ ݚ
̎̌ ̎̑ 年౓ ௨ݟͱ՟෺༌ૹͷࡁܦ ʢ͠վగʣ ࠃ

಺
૯
༌
ૹ
ྔ
̐
೥
࿈
ଓ
ݮ

ς
ー
ϧ
ή
ー
ト
Ϧ
フ
λ
ー
౳

ಋ
ೖ
౳
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
̎
࣍
ެ
ื

தখτϥοΫ
͚޲ऀۀࣄ

লަࠃ

શ
ト
協
ड
෇
̎
݄
６
೔
·
Ͱ

ủ
ミ
ラ
サ
ポ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
Ứ

த
ا
ி

௞
্
͛
ɾ
࠷
௞
対
Ԡ
Λ
ࢧ
ԉ
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̐
日

労
務
ް
生
ҕ
員
会

̑
日

Ҿ
ӽ
専
門
部
会
Ҿ
ӽ

管
理
者
ߨ
श
▽
鉄
߯
専
門

部
会
安
全
環
境
ҕ
員
会
▽

第
26
期
物
流
経
営
࢜
課
ఔ

開
ߨ
式
▽
同
ه
೦
ߨ
ԋ

̒
日

東
京
都
交
෇
金
事
業

実
施
計
ը
Ҋ
検
討
ҕ
員
会

▽
正
副
会
長
会

̓
日

৯
ྐ
専
門
部
会
ഴ
・

ค
ҕ
員
会
▽
重
ྔ
඼
専
門

部
会
経
営
者
ݚ
म
会

ø÷
日

パ
ι
コ
ン
セ
ϛ
ナ
ー

（
～
1û
日
）
▽
ࢴ
・
パ
ル

プ
専
門
部
会
日
本
੡
ࢴ
連

合
会
物
流
ҕ
員
会
・
東
京

༸
ࢴ
代
理
店
会
物
流
ҕ
員

会
と
の
合
同
ݚ
म
会

øø
日

東
京
都
・
新
島
ଜ
合

同
総
合
防
災
܇
練（
11
・

15
日
）
▽
生
コ
ン
専
門
部

会
ळ
季
ݚ
म
会

øú
日

過
労
ࢮ
౳
防
止
対
策

セ
ϛ
ナ
ー

̍
೔
 

15
時
ử
ࢴ
・
パ
ル

ừ
øø
݄
�
Ỗ
øü
日
Ử

ừ
øù
݄
�
Ỗ
øü
日
Ử

プ
専
門
部
会
役
員
会（
東

ト
総
合
会
館
）

̎
日
 

13
時
30
分
ử
適
正

ݪ
Ձ
管
理
の
実
現
に
向
け

た
ඪ
準
的
運
賃
活
用
セ
ϛ

ナ
ー（
東
ト
総
合
会
館
／

̬
̴
̱
ซ
用
／
～
３
日
）

̑
日
 

15
時
ử
ࣇ
ಐ
ֆ
ը

࡞
඼
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
小

ҕ
員
会（
東
ト
総
合
会
館

／
̬
̴
̱
ซ
用
）

̔
日
 

16
時
ử
経
営
者
セ

ϛ
ナ
ー（
東
ト
総
合
会
館

／
̬
̴
̱
ซ
用
）

̕
日
 

13
時
30
分
ử
プ
ラ

ン
２
０
２
５
目
ඪ
ୡ
੒
フ

ル
セ
ϛ
ナ
ー
／
生
໋
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ల（
東
ト
総
合

会
館
）
˝
15
時
30
分
ử
ダ

ン
プ
専
門
部
会
全
体
会
議

（
同
）

øø
日
 

15
時
ử
正
副
会
長

会（
第
一
ホ
テ
ル
東
京
／
̬

̴
̱
ซ
用
）̋
15
時
30
分

ử
理
事
会（
同
）̋
17
時
ử

ঀ
܄
・
国
土
交
通
大
臣
表

彰
受
ষ
ॕ
賀
会（
第
一ホ
テ

ル
東
京
）̋
16
時
ử
都
庁
・

区
役
所
専
門
部
会
情
報
交

׵
会（
東
ト
総
合
会
館
）

øù
日
 

９
時
ử
ॳ
任
運
転

者
特
別
ߨ
श（
東
ト
総
合

会
館
）
˝
17
時
ử
ࡾ
組
織

連
絡
会（
同
）

ừ
ਂ
઒
ࢧ
部
Ử

˗
有
限
会
社
ϛ
ナ
ϛ
ử
江

東
区
青
海
４
の
３
の
７
Ӭ
井

㈱
お
台
৔
物
流
セ
ン
タ
ー
内

▽
ὸ
03
・
５
９
６
２
・
４
２

９
８
▽
一
般
貨
物
運
送（
普

通
車
３
台
、
小
ܕ
車
１
台
、

被
け
ん
Ҿ
車
１
台
、
け
ん
Ҿ

車
１
台
）、利
用
運
送

˗
ג
式
会
社
Ｋ
Ｓ
Ｐ
ử
江

東
区
Դ
୮
３
の
21
の
５
の
１

０
１
▽
ὸ
03
・
６
３
８
１
・

８
９
１
９
▽
一
般
貨
物
運
送

（
普
通
車
６
台
）、
軽
車
両
౳

運
送（
７
台
）、利
用
運
送

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
部
Ử

˗
エ
ス
έ
イ
ユ
ニ
Φ
ン
ג

式
会
社
ử
ত
島
市
෢
ଂ
野
２

の
９
の
18
▽
ὸ
０
４
２
・
５

１
９
・
７
４
４
０
▽
一
般
貨

物
運
送（
普
通
車
16
台
）、利

用
運
送

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

ø÷
月
分

ˑελϯυ ฏۉ �������ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ �������ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ �������ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ �������ԁ

度
交
෇
金
事
業
༧
ࢉ
の
ࣥ
行

状
گ
な
ど
を
ؑ
み
、
新
規
・

֦
ॆ
な
ど
事
業
の
実
施
Ҋ
お

よ
び
８
年
度
交
෇
金
事
業
計

ը
策
定
の
基
本
的
考
え
方
に

つ
い
て
審
議
し
た
。
基
本
的

「
東
京
都
か
ら
の
運
輸
事
業

ৼ
ڵ
ॿ
੒
交
෇
金
は
今
年
度

は
前
年
度
ൺ
４
・
２
ˋ
の
減

額
と
な
り
、
長
期
的
に
交
෇

額
の
減
少
܏
向
が
続
く
と
見

ࠐ
ま
れ
る
。
来
年
４
月
か
ら

軽
༉
Ҿ
取
੫
の
࢑
定
੫
率
が

ഇ
止
༧
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
少
な
か
ら
ͣ
Ө
ڹ
が
出

る
と
ݒ
೦
し
て
い
る
。一
方
、

会
員
事
業
者
の
経
営
状
گ
は

ґ
વ
と
し
て
ݫ
し
く
、
Ҿ
き

続
き
人
ࡐ
確
保
へ
の
対
応
が

必
要
と
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
が
ૣ
ٸ
に
解
決
す
べ

き
多
く
の
課
題
を
๊
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
、
協
会
と
し
て
ど
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
す
れ
͹
よ
い

か
、
ҕ
員
の
皆
様
か
ら
きس

ጨた
ん

の
な
い
率
直
な
意
見
を
い
た

ͩ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
６
日
、
東
ト
総
合
会
館

で
、
令
和
７
年
度
第
１
回
東

京
都
交
෇
金
事
業
実
施
計
ը

Ҋ
検
討
ҕ
員
会（
ݪ
島
藤
ᆹ

ҕ
員
長
）を
開
催
し
、
７
年

議
事
で
は
、
今
年
度
交
෇

金
事
業
༧
ࢉ
の
ࣥ
行
状
گ

（
10
月
຤
現
ࡏ
）に
つ
い
て

説
明
。
ࣥ
行
額
・
ࣥ
行
率
と

も
前
年
度
と
同
ఔ
度
の
状

گ
。
新
規
・
֦
ॆ
事
業
と
し

て
、
東
ト
総
合
会
館
地
下
ற

車
৔
車
࿏
の
म
સ
な
ど
に
൐

う
ࣥ
行
૿
に
つ
い
て
ྃ
ঝ
し

た
。
財
源
は
、
༧
備
費
お
よ

び
事
業
費（
人
݅
費
計
ը
額
）

の
ະ
ࣥ
行
分
を
ॆ
当
す
る
༧

定
。続

い
て
、
来
年
度
事
業
実

施
計
ը
策
定
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
考
え
方（
Ҋ
）な
ど

を
説
明
。基
本
的
考
え
方
は
、

７
年
度
事
業
の
考
え
方
を
౿

ま
え
た
も
の
で
、
新
規
事
業

に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
が
๊
え
る
ॾ
問
題
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
積

極
的
に
検
討
を
進
め
る
。
ط

ଘ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
時

代
の
ニ
ー
ζ
に
合
っ
て
い
な

い
事
業
や
ࣥ
行
率
が
低
い
事

業
に
つ
い
て
は
ഇ
止
を
ݪ
ଇ

と
し
、
ൈ
本
的
な
見
直
し
を

行
っ
た
上
で
༧
ࢉ
を
計
上
す

る
。ま

た
、
各
ৗ
任
ҕ
員
会
と

意
見
調
整
を
し
、
一
般
会
計

と
も
े
分
な
連
ܞ
を
さ
せ
た

上
で
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
課
題
の
解
決
に
向
け
た
効

果
的
な
༧
ࢉ
ฤ
੒
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

ҕ
員
会
で
は
、
方
向
性

（
Ҋ
）に
つ
い
て
、ҕ
員
で
意

東
ト
協

ࢴ
・
パ
ル
プ

専
門
部
会

（
木
ଜ
๎
޿

部
会
長
）は

11
月
10
日
、

東
ト
総
合

会
館
で
、
日

本
੡
ࢴ
連
合

会
・
東
京
༸

ࢴ
代
理
店
会

の
各
物
流
ҕ
員
会
と
、
令
和

７
年
度
合
同
ݚ
म
会
を
開
催

し
た
。

๯
಄
、
主
催
者
を
代
表
し

て
木
ଜ
部
会
長
は「
本
日
お

ू
ま
り
の
皆
様
も
、
改
ֵ
に

൐
う
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を

い
か
に
ٵ
ऩ
す
る
か
、
ま

た
、
発
荷
主
よ
り
も
、
現

実
的
に
コ
ス
ト
ෛ
୲
を
強

い
ら
れ
る
ண
荷
主
を
ど
う

説
得
す
る
か
、
日
ʑ
ۤ
ྀ

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
ࢥ

う
」と
述
べ
た
上
で
、「
今

回
はứ
や
さ
͙
れ
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
本
道

見
を
交
׵
し
、
こ
れ
を
ྃ
ঝ

し
た
。

来
年
度
事
業
実
施
計
ը

策
定
の
基
本
的
考
え
方（
Ҋ
）

は
、
12
月
18
日
の
都
交
෇
金

事
業
審
議
ҕ
員
会
に
ࢾ
り
、

ঝ
認
を
得
た
上
で
、
実
施
計

ը
の
策
定
を
進
め
る
。
実
施

計
ը
Ҋ
に
つ
い
て
は
、
来
年

２
月
10
日
の
第
２
回
検
討
ҕ

員
会
で
審
議
の
上
、
同
３
月

10
日
の
都
交
෇
金
事
業
審
議

ҕ
員
会
に
実
施
計
ը
Ҋ
を
ࢾ

る
༧
定
。

考
え
方（
Ҋ
）で
は
、時

代
の
ニ
ー
ζ
に
合
っ
て

い
な
い
事
業
や
ࣥ
行
率

が
低
い
事
業
に
つ
い
て

は
、
ഇ
止

を
ݪ
ଇ
と

し
、
ൈ
本

的
な
見
直

し
と
す
る

方
針
ͩ
。

๯
಄
、

ݪ
島
ҕ
員

長
が
あ
い

さ
つ
し
、

東
ト
協
杉
並
支

部（
੢
੣
支
部
長
）

は
11
月
９
日
、
杉

並
区
の
౧
井
ݪ
っ

ͺ
公
Ԃ
な
ど
で
開

催
さ
れ
た「
す
͗

な
み
フ
ェ
ス
タ
２

０
２
５
」
に
ブ
ー

ス
を
出
ల
。
フ

ェ
ス
タ
は
８
・

９
日
の
２
日
間

開
催
さ
れ
、
支
部
が
出
ల

し
た
９
日
は
、
あ
い
に
く

の
空
模
様
と
な
っ
た
が
、

ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
਌
子

連
れ
が
๚
れ
、
ऴ
日
೐
わ

っ
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
૖
年
部

お
よ
び
ঁ
性
部
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
、
小
ܕ
地

震
体
ݧ
機
に
よ
る「
地
震

体
ݧ
」
を
実
施
。
地
震
体

ݧ
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
̮
Ｏ
２
０
２

５
」
の
支
部
ブ
ー
ス
で
も
出

ల
し
、
来
৔
者
か
ら
޷
ධ
を

得
て
い
る
も
の
で
、
地
震
を

体
ݧ
し
た
子
ど
も
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
や
パ
ト
カ
ー
の
ϛ
ニ

カ
ー
を
プ
レ
θ
ン
ト
し
た
。

ま
た
、
支
部
会
員
事
業
者

が
実
ࡍ
に
出
動
し
た
災
害
時

の
救
援
物
資
輸
送
の
様
子
を

パ
ネ
ル
で
ల
ࣔ
す
る
な
ど
、

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が
災
害
時
を
含
め
、
生
活

と
経
済
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と

を
ア
ϐ
ー
ル
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
Ԯ
ۼ
警
察
ॺ

の
協
力
に
よ
る
パ
ト
カ
ー

や
、
い
す
ʎ
自
動
車
の
提
供

に
よ
る
ฏ
ボ
デ
ー
の
ト
ラ
ッ

ク
の
ల
ࣔ
・
৐
車
体
ݧ
を
行

い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会
的

な
重
要
性
な
ど
を
Ｐ
̧
し
た
。

支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
̟

̧
Ԯ
ۼ
Ӻ
前
で
実
施
し
て
い

た「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
の
業

界
Ｐ
̧
活
動
を
、
子
ど
も
を

は
じ
め
多
く
の
区
民
に
޿
く

प
஌
す
る
た
め
、
ॳ
め
て
す

͗
な
み
フ
ェ
ス
タ
に
出
ల
し

た
。

東
ト
協
は
11
月
17
日
、「
特

घ
車
両
通
行
確
認
制
度
に
関

す
る
ߨ
श
会
」
を
̯
̾
̾
̼

に
よ
る
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
受
ߨ
者
１
２

５
人
が
参
加
し
た
。

ߨ
श
会
で
は
、

道
࿏
新
࢈
業
開
発

機
構
特
車
登
࿥
セ
ン
タ
ー
の

૔
田
྄
一
副
調
査
役
が
ߨ
ࢣ

を
務
め
、
特
घ
車
両
通
行
確

認
制
度
の
֓
要
と
ૢ
࡞
・
ਃ

໎
࿏
Ừ
の
ච
者
、
橋
本
Ѫ
ت

氏
に
͝
登
ஃ
い
た
ͩ
く
。
物

事
の
本
࣭
を
見
ൈ
き
、
そ
れ

を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

表
現
す
る
力
に
敬
෰
し
て
い

る
。
本
日
の
ߨ
ԋ
が
後
に
、

改
ֵ
を
実
行
に
移
す
転
機
と

な
る
こ
と
を
ئ
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
日
本
੡
ࢴ
連
合

会
物
流
ҕ
員
会
の
Ԙ
澤
実
ҕ

員
長（
王
子
物
流
代
表
取
క

役
社
長
）が
荷
主
ଆ
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。「
来
年
１

月
の
改
正
下
請
法
、
４
月
に

は
新
物
効
法
の
施
行
に
よ

り
、
特
定
事
業
者
の
ࢦ
定
や

物
流
౷
ׅ
管
理
者（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）

の
選
任
な
ど
、
業
界
を
取
り

ר
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

る
。
先
行
き
が
不
ಁ
明
な
時

代
ͩ
か
ら
こ
そ
情
報
を
共
有

ߨ
ԋ
ऴ
ྃ
後
は
࠙
਌
会
が

行
わ
れ
、
東
京
༸
ࢴ
代
理
店

会
物
流
ҕ
員
会
の
新
保
ߒ
࢘

ҕ
員
長（
新
生
ࢴ
パ
ル
プ
商

事
ࣥ
行
役
員
営
業
౷
ׅ
本
部

業
務
本
部
長
）が
ס
ഋ
の
発

੠
を
行
っ
た
。
׻
ஊ
の
後
、

大
ࠇ
ণ
ݾ
副
部
会
長
が
ด
会

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
੝
会

の
う
ち
に
ऴ
ྃ
し
た
。

し
、
一
க
団
݁
し
て
持
続
Մ

能
な
物
流
を
ҡ
持
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
ͩ
」と
ޠ
っ
た
。

ߨ
ԋ
で
は
、
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
の
橋
本
Ѫ
ت
氏
が「
取

ࡐ
か
ら
見
え
る
２
０
２
４
年

問
題
の
現
状
と
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
登
ஃ
。
参
加
者
が
ス

マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
回
౴
す
る
、
ௌ
衆
参

加
ܕ
ܗ
式
で
進
行
し
た
。「
こ

の
１
年
、
所
属
ド
ラ
イ
バ
ー

の
荷
役
時
間
に
変
化
が
あ
っ

た
か
」
と
の
問
い
に
は
、
参

加
者
の
67
・
５
ˋ
が「
変
わ

ら
な
い
」
と
回
౴
。
橋
本
氏

は「
ࢴ
物
流
で
は
、
ඨ
積
み

や
ஈ
積
み
な
ど
ة
ݥ
を
൐
う

ख
荷
役
が
多
く
、
ख़
練
者
で

な
け
れ
͹
対
応
で
き
な
い
現

৔
も
あ
る
。
こ
う
し
た
過
ࠅ

な
環
境
が
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

の
一
Ҽ
」と
ࢦ
ఠ
し
た
。

請
方
法
に
つ
い
て
、
２
部
構

੒
で
解
説
し
た（
ࣸ
ਅ
）。

第
１
部
で
は
、「
特
घ
車

両
通
行
確
認
制
度
の
֓
要
」

を
テ
ー
マ
に
ߨ
ԋ
。
道
࿏
࿝

ٺ
化
の
現
状
や
特
घ
車
両
に

関
す
る
法
令
、
従
来
の
特
घ

車
両
通
行
ڐ
Մ
制
度
と
の
૬

違
点
を
ࣔ
し
な
が
ら
、
要
点

を
整
理
し
た
。確
認
制
度
は
、

ڐ
Մ
取
得
ま
で
໿
26
日
を
要

す
る
ڐ
Մ
制
度
と
ҟ
な
り
、

ଈ
時
に
経
࿏
の
確
認
・
回
౴

が
得
ら
れ
る
点
を
強
調
。
Φ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
一
度

車
両
登
࿥
す
れ
͹
、
発
ண
地

と
重
ྔ
を
入
力
す
る
ͩ
け
で

通
行
Մ
能
経
࿏
が
地
ਤ
上
に

ଈ
時
表
ࣔ
さ
れ
、
ख
数
料
も

ڐ
Մ
制
度
よ
り
ׂ
安
に
な
る

と
説
明
し
た
。
た
ͩ
し
、
シ

ス
テ
ム
に
ະ
登
࿥
の
道
࿏
が

あ
る
৔
合
や
ੇ
法
・
重
ྔ
Φ

ー
バ
ー
時
は
、
従
来
の
ڐ
Մ

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

る
と
ิ
足
し
た
。

第
２
部
で
は
、
実
ࡍ
の
Φ

ン
ラ
イ
ン
ૢ
࡞
ख
ॱ
に
つ
い

て
、
ユ
ー
β
ー
Ｉ
Ｄ
取
得
か

ら
回
౴
書
の
取
得
ま
で
を
۩

体
的
に
঺
介
し
、
ૢ
࡞
ϛ
ス

の
事
ྫ
な
ど
を
ࣔ
し
な
が
ら

説
明
し
た
。

新
規
・
拡
充
事
業
案
を
提
案

廃
止
含
め
事
業
見
直
し
加
速

౦
τ
ڠ
ަ෇ۚࢪ࣮ۀࣄ
ҕһձ౼ݕըҊܭ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
交
通
安
全

ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
ア
ピ
ー
ル

̏
ஂ
ମ
߹
ಉ
Ͱ
ࢀ
Ճ
ܕ
ݚ
म

͗͢ͳΈϑΣελʹࢀՃ

౦
τ
ڠ

杉
並
支
部

特
車
通
行
確
認
制
度

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

東ト協

東ト協 紙・パルプ専門部会
ྩ࿨ ೥̓౓߹ಉݚमձ
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
11
日
と
15
日
、
令
和
７

年
度「
東
京
都
・
新
島
ଜ
合

同
総
合
防
災
܇
練
」
に
参
加

し
、
救
援
物
資
輸
送
܇
練
を

実
施
し
た
。

܇
練
は
、
ೆ
海
ト
ラ
フ
を

を
震
源
と
す
る
大
規
模
な
地

震
お
よ
び
そ
れ
に
൐
う
௡
೾

が
発
生
し
た

と
の
૝
定
で

実
施
。
東
ト

協
か
ら
は
、ੈ
田
୩
支
部（
種

子
田
ਗ਼
ࢤ
支
部
長
）の
４
㌧

ト
ラ
ッ
ク
２
台
と
、
新
島
ଜ

の
会
員
事
業
者
の
10
㌧
ト
ラ

ッ
ク
１
台
が
出
動
し
、
人
員

Ԇ
べ
７
人
を
動
員
し
た
。

11
日
の
救
援
物
資
輸
送
܇

練
で
は
、
都
の
要
請
を
受
け

た
東
ト
協
輸
送
ୂ
が
、
都
救

ॿ
物
資
備
஝
૔
ݿ
の
ધ
橋
૔

）ݿ
ੈ
田
୩
区
）か
ら
、海
上

自
Ӵ
ୂ
横
ਢ
賀
基
地
へ
救
援

物
資
を
輸
送
。

ધ
橋
૔
ݿ
で
は
、
輸
送
ୂ

員
と
都
の
৬
員
が
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ҿ
料
ਫ
の
入
っ
た
ஈ
ボ

ー
ル
を
パ
レ
ッ
ト
積
み
し
、

ハ
ン
ド
リ
フ
ト
を
使
っ
て
ト

ラ
ッ
ク
に
積
載
し
た
。

輸
送
先
の
横
ਢ

賀
基
地
で
は
、
海

上
自
Ӵ
ୂ
員
が
ख
荷
役
で
救

援
物
資
を
荷
下
Ζ
し
し
、
輸

送
ఖ
に
Ҿ
き
渡
し
た
。

同
日
の
܇
練
に
は
、
ۓ
ٸ

輸
送
シ
ス
テ
ム
検
討
ҕ
員
会

の
ࡾ
ଜ
Ғ
一
࿠
ҕ
員
長
と
ੈ

田
୩
支
部
の
種
子
田
支
部
長

が
ࢹ
察
。
܇
練
開
始
前
、
ࡾ

ଜ
ҕ
員
長
が
܇
練
に
参
加
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、「
災
害

時
に
備
え
、
確
実
に
輸
送
す

る
こ
と
は
ߴ
い
レ
ベ
ル
の
࢓

事
で
あ
る
こ
と
を
、
޿
く
Ｐ

東
ト
協
は
11
月
13

日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
と
の
共
催

で
、令
和
７
年
度「
過

労
ࢮ
౳
防
止
対
策
セ

ϛ
ナ
ー
～
݈
߁
ى
Ҽ

事
故
の
削
減
を
目
ࢦ

し
て
～
」
を
開
催
し

た
。セ

ϛ
ナ
ー
は
、
Ｓ

Ｏ
̢
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
部
の
ו
生
め
͙

み
氏
が
ߨ
ࢣ
を
務
め
、
過
労

ࢮ
౳
と
݈
߁
ى
Ҽ
事
故
の
現

状
と
国
の
動
向
、
生
活
श
׳

改
善
の
必
要
性
・
重
要
性
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
ݸ
人
ワ

ー
ク
で
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
݈
߁
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
の
使
用
方
法
を
学

び
、
参
加
者
は
自
਎
や
自
社

ド
ラ
イ
バ
ー
を
૝
定
し
て
Ո

଒
ྺ
・
年
ྸ
、݈
߁
、運
動
、

৯
事
、
生
活
、
働
き
方
の
６

項
目
を
実
ࡍ
に
ه
入
し
、
࠾

点
。
そ
れ
ぞ
れ
݈
߁
状
ଶ
や

リ
ス
ク
を
確
認
し
た
。

ま
た
、「
݈
߁
ى
Ҽ
事
故

̧
し
て
い
き
た
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

15
日
の
܇
練
で
は
、
ߴ
೾

に
よ
り
ધ
ഫ
が
઀
岸
で
き

ͣ
、
新
島
ߓ
प
辺
に
お
い
て

小
ܕ
ボ
ー
ト
で
ൖ
送
し
た
救

援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

載
。
そ
の
後
ト
ラ
ッ
ク
は
、

防
Ӵ
省
航
空
૷
備
ݚ
ڀ
所
へ

移
動
。
海
上
自
Ӵ
ୂ
の
輸
送

ϔ
リ
コ
プ
タ
ー
が
空
輸
し
た

救
援
物
資
を
合
わ
せ
て
積
載

し
、
新
島
ଜ
備
஝
૔
ݿ

ま
で
輸
送
し
た
。

東
ト
協
多
摩
支
部（
ּ
ݪ

࢙
久
支
部
長
）は
11
月
13
日
、

Ӌ
ଜ
市
と
の「
災
害
時
に
お

け
る
ۓ
ٸ

輸
送
業
務

に
関
す
る

協
定
」
క

݁
式
を
行

っ
た
。
同
日
は
Ӌ
ଜ
市
役
所

東
庁
ࣷ
市
長
室
で
、
ּ
ݪ
支

部
長
と
橋
本
弘
山
市
長
が
協

定
書
を
取
り

交
わ
し
た
。

ừ
ݸ
ਓ
ઓ
Ử

〈
உ
性
の
部
〉
優
উ
ử
種

子
田
ਗ਼
）ࢤ
大
賀
運
輸
・

ੈ
田
୩
）
▽
準
優
উ
ử
今

岡
Յ
光（
東
༸
総
業
・
新

宿
）
▽
第
３
位
ử
দ
本
ӳ

）޹
๛
運
輸
・
ロ
ジ
ݚ
）
▽

第
４
位
ử
下
੢
ོ
）޾
ࡾ
ඛ

ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
ೆ

関
東
ふ
そ
う
／
特
別
࿮
）
▽

第
５
位
ử
和
田
ӳ
ೋ（
エ
イ

コ
ー
運
輸
・
඼
川
）
▽
第
６

位
ử
ٶ
本
（ོ
ٶ
本
運
送
・

ロ
ジ
ݚ
）
▽
第
７
位
ử
中
田

ӫ（
シ
ー
ϐ
ー
コ
ン
テ
ナ
輸

送
・
৓
東
）
▽
第
８
位
ử
Ҵ

༿
ਸ
ক（
川
ଜ
運
送
・
荒
川
）

▽
第
９
位
ử
٢
本
商
一（
八

ઍ
代
運
輸
・
ロ
ジ
ݚ
）
▽
第

10
位
ử
ࣉ
田
ঙ
）ࢤ
東
ト
協

ߓ
支
部
・
ߓ
）

〈
ঁ
性
の
部
〉
優
উ
ử
加
藤

จ
江（
島
ଜ
運
送
・
台
東
）

▽
準
優
উ
ử
ਫ
島
य़
ඒ（
日

本
カ
ー
ゴ
シ
ス
テ
ム
・
ঁ
性

部
）
▽
第
３
位
ử
有
澤
公
子

（
有
澤
運
送
・
目
ࠇ
）

ừ
ಛ
ผ
৆
Ử

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

〈
உ
性
の
部
〉藤
૔
ହ
ಙ（
藤

協
定
で
は
、
災
害
の
発
生

時
に
Ӌ
ଜ
市
地
Ҭ
防
災
計
ը

に
基
づ
く
輸
送
体
制
整
備
の

一
環
と
し
て
、
多
摩
支
部
会

員
事
業
者
が
協
力
し
、
ۓ
ٸ

物
資
輸
送
な
ど
の
業
務
を
行

う
も
の
。

ּ
ݪ
支
部
長
は
、「
多
摩

支
部
は
会
員
໿
５
５
０
社
が

加
ໍ
し
、
登
࿥
台
数
は
１
ສ

３
０
０
０
台
を
௒
え
る
。
支

部
と
し
て
東
京
都
の
半
分
ఔ

度
の
ൣ
ғ
を
઎
め
る
た
め
、

市
内
の
車
両
ख
配
の
み
な
ら

ͣ
、局
地
的
な
災
害
時
に
も
、

近
ྡ
市
町
ଜ
か
ら
救
援
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
協

定
に
基
づ
き
、
地
Ҭ
に
貢
献

東
ト
協
は
11
月
17

日
、
࡛
ۄ
県
入
間
市

の
ڱ
山
ゴ
ル
フ
・
ク

ラ
ブ
で
、
第
39
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、
会

員
事
業
者
や
関
係
団

体
な
ど
か
ら
１
２
８

人
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
表
彰

式
を
開
催
し
、
ू
ま

っ
た
寄
ෟ
金
を
大
髙

一
義
実
行
ҕ
員
長

（
副
会
長
）が
、東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
Ҩ

ࣇ
౳
ॿ
੒
財
団
の
௟

目
ོ
༤
ධ
議
員（
副
会
長
）

に
ख
渡
し
寄
贈
し
た（
ࣸ
ਅ

ᶽ
）。
ま
た
、
協
ࢍ
の
関
東

運
送
事
業
協
同
組
合
、
東
陸

事
業
協
同
組
合
、ト
ラ
ッ
ク・

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら

目
࿥
が
贈
ఄ
さ

れ
た
。

支
部
団
体
ઓ

で
は
、
新
宿
支

部（
大
島
໻
一

支
部
長
）が
優

উ（
ࣸ
ਅ
ᶿ
ݸ。（
人
ઓ
で
は
、

உ
性
の
部
／
種
子
田
ਗ਼
ࢤ
氏

（
大
賀
運
輸・ੈ
田
୩
支
部
）、

ঁ
性
の
部
／
加
藤
จ
江
氏

（
島
ଜ
運
送
・
台
東
支
部
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
উ
し
た
。

上
位
入
賞
者
・
団
体
、
特

別
賞
は
次
の
通
り（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
社
名
・
支
部
名

な
ど
）

ừ
ࢧ
෦
ஂ
ମ
ઓ
Ử

優
উ
ử
新
宿
支
部
▽
準
優

উ
ử
深
川
支
部
▽
第
３
位
ử

足
立
支
部
▽
第
４
位
ử
荒
川

支
部
▽
第
５
位
ử
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
ݚ
ڀ
会

ど
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
全
ド
ラ
イ
バ
ー
に
受
਍
さ

せ
る
の
は
、
費
用
面
で
೉
し

い
」と
の
੠
も
挙
が
っ
た
。

こ
れ
ら
を
౿
ま
え
、
参
加

者
か
ら
は「
や
ら
な
い
・
で

き
な
い
理
由
͹
か
り
୳
さ

ͣ
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
る

こ
と
が
大
切
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
ו
生
氏
は「
す
べ

て
の
項
目
に
一
度
に
取
り
組

む
の
は
೉
し
い
の
で
、
１
つ

ͣ
つ
ண
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
」と
ま
と
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
݈
߁
管
理
の

取
り
組
み
状
گ
や
関
連
資
料

を
঺
介
し
、
全
ト
協
が
発
行

防
止
・
過
労
ࢮ
౳
防
止
対
策

の
取
り
組
み
状
گ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
用
い
、
自
社
の

݈
߁
管
理
や
労
務
管
理
の
現

状
を
೺
Ѳ
。
今
後
の
課
題
を

整
理
し
、
優
先
ॱ
位
を
つ
け

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
業
務

前
・
業
務
後
点
呼
時
に
ド
ラ

イ
バ
ー
の
体
調
や
إ
৭
を
確

認
」「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外

労
働
80
時
間
ະ
満
／
月
の
९

क
」
な
ど
の
取
り
組
み
事
ྫ

が
挙
͛
ら
れ
た
一
方
、「
ਭ

຾
時
ແ
呼
ٵ
঱
ީ
܈
・
೴
な

し
た
い
」と
述
べ
た
。

橋
本
市
長
は
、「
８
月
に

行
わ
れ
た
防
災
܇
練
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
車
両
を

供
出
し
て
い
た
ͩ
き
、
܇
練

を
実
施
し
た
。
本
日
క
݁
し

た
協
定
を
災
害
時
の
備
え
に

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

క
݁
式
後
の
࠙
ஊ
で
は
、

業
界
の
人
ࡐ
不
足
・
人
ࡐ
確

保
問
題
や
燃
料
Ձ
֨
ߴ
ಅ
の

Ө
ڹ
に
つ
い
て
意
見
を
交
׵

し
た
。

な
お
、
క
݁
式
に
は
、
多

摩
支
部
第
ࡾ
地
区
の
山
川
ӳ

உ
地
区
長
、
Ӌ
ଜ
市
の
ߴ
橋

੣
総
務
部
長
、
ਫ
ഭ
義
和
防

災
安
全
課
長
ら
が
同
席
し
た
。

東
ト
協
は
11
月
10

日
～
1û
日
の
５
日

間
、
東
ト
総
合
会
館

で
会
員
事
業
者
の
経

営
者
・
管
理
者
・
社

員
を
対
象
と
し
た
令

和
７
年
度「
運
送
業

の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
ࢦ
す
パ
ι
コ
ン
セ
ϛ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
各
コ
ー

ス
を
合
わ
せ
て
Ԇ
べ
２
３
５

人
が
受
ߨ
し
た
。

今
回
の
セ
ϛ
ナ
ー
で
は
、

̬
̾
́
（̳
ॳ
中
ڃ
）、

Ｅ
͇
̲
̴
（̻
ॳ
中

ڃ
・
中
ڃ
）、Ｐ
̾
͆

̴
́
̿
̾
̸
̽
（̓
ॳ

ڃ
・
中
ڃ
）と
、Ｉ
Ｔ

情
報
の
レ
ッ
ス
ン
で

は
、「
Ｃ
̷
̰
̓
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
の
業
務
活
用
に

つ
い
て
解
説
。
生
੒

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
日

ৗ
業
務
に
生
か
す
方

法
な
ど
を
学
ん
ͩ
。

૔
運
輸
・
足
立
）

〈
ঁ
性
の
部
〉加
藤
จ
江（
島

ଜ
運
送
・
台
東
）

ド
ラ
コ
ン
賞

東
ス
タ
ー
ト
組
ử
〈
東
９

Ｈ
〉藤
૔
ହ
ಙ（
藤
૔
運
輸
・

足
立
）〈
ೆ
５
Ｈ
ؠ〈
੉
୎（
ؠ

੉
運
輸
機
工
・
江
戸
川
）

ೆ
ス
タ
ー
ト
組
ử
〈
ೆ
５

Ｈ
〉前
田
ོ
จ（
෋
島
海
運
・

深
川
）〈
੢
９
Ｈ
〉前
田
ོ
จ

（
෋
島
海
運
・
深
川
）

੢
ス
タ
ー
ト
組
ử
〈
੢
９

Ｈ
〉ਅ
田
（ྒ
マ
ル
コ
運
輸
・

墨
田
）〈
東
９
Ｈ
〉深
੉
৳
行

（
い
す
ʎ
自
動
車
ट
都
ݍ
／

特
別
࿮
）

ニ
ア
ピ
ン
賞

東
ス
タ
ー
ト
組
ử
〈
東
３

Ｈ
〉
ࣉ
田
ঙ
）ࢤ
東
ト
協
ߓ

支
部
・
ߓ
）〈
ೆ
８
Ｈ
〉藤
૔

ହ
ಙ（
藤
૔
運
輸
・
足
立
）

ೆ
ス
タ
ー
ト
組
ử
〈
ೆ
８

Ｈ
〉
੢
ߊ
（࢘
੢
和
空
輸
・

大
田
）〈
੢
６
Ｈ
〉૬
ݪ
༐
介

（
੒
૿
ڵ
業
・
練
馬
）

੢
ス
タ
ー
ト
組
ử
〈
੢
６

Ｈ
〉
野
中
直
子（
イ
シ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
・
ঁ
性
部
）

〈
東
３
Ｈ
〉土
԰
明
子（
ਗ਼
野

運
送
・
ঁ
性

部
）

す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

ਭ
຾
・
݈
߁
ى
Ҽ
事
故
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
活
用
を

呼
び
か
け
た
。

会
৔
で
は
、
Φ
ム
ロ
ン
ϔ

ル
ス
έ
ア
が
全
自
動
݂
圧
計

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
。
過
労
ࢮ
౳
に
つ
な

が
る
೴
・
心
ଁ
࣬
ױ
の
༧
防

や
݈
߁
ى
Ҽ
事
故
防
止
に

は
、
点
呼
時
の
݂
圧
ଌ
定
と

ධ
Ձ
が
重
要
と
さ
れ
て
お

り
、
東
ト
協
で
は
全
ト
協
を

通
じ
た
݂
圧
計
導
入
促
進
ॿ

੒
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ଜҕһ௕͕ୂһΛܹྭࡾ

ւ্ࣗӴୂͷ༌ૹఖ΁ͷ෺ࢿҾ͖౉͠

৽ౡଜͰͷ܇࿅ͷ༷ࢠ

౦
τ
ڠ

શ
τ
ڠ

ա
࿑
ࢮ
౳
๷
ࢭ
対
策
η
ϛ
φ
ー

౦
τ
ڠ

̥
̘
η
ϛ
φ
ー

ࢧݪఆॻΛऔΓަΘּ͢ڠ
෦௕ͱڮຊࢢ௕ʢӈ͔Β̎
൪໨ʣɻࢁ઒ୈࡾ஍۠௕ʢࠨ
୺ʣߴɺ 総຿෦௕ʢӈ୺ʣڮ

災害時輸送等協定を締結
会
員
約
５
５
０
社
が
支
え
る

健康起因事故の削減へ

健
康
管
理
で
事
故
防
止
を

֤
輸
ૹ
の
࿈
ܞ
Λ
֬
ೝ

交通遺児等財団へ寄附金を寄贈

第39回東ト協

チャリティー
ゴルフ大会

ஂ
ମ
ઓ
優
উ
͸
৽
॓
ࢧ
෦

東ト協

ଟຎࢧ෦ 羽村市

日常業務に「ＣｈａｔＧＰＴ」活用へ

東ト協

ੈ
ా
୩
ࢧ
෦
ɾ
ౡ
͠
Ỷ
ձ
һ
τ
ϥ
ỽ
ク
ग़
ಈ

౦
ژ
౎ɾ৽
ౡ
ଜ
߹
ಉ
૯
߹
๷
ࡂ
܇
࿅
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年10月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 88 37 26 4 0 13 1 0 0 38 207
関与事故件数 90 28 28 4 0 7 1 0 0 101 259
（前年比） +9 −8 +4 −1 ±0 −11 −2 ±0 ±0 +19 +10

中
型

１当件数 66 36 26 8 0 14 6 0 0 22 178
関与事故件数 63 33 29 8 0 12 6 0 0 62 213
（前年比） +11 +5 +9 +3 ±0 +3 +1 −1 −1 −11 +19

準
中
型

１当件数 104 78 41 5 4 13 4 0 0 66 315
関与事故件数 108 71 54 5 4 12 4 0 0 165 423
（前年比） −10 +9 −6 −3 −1 −2 −7 ±0 −1 +8 −13

普
通
・
軽

１当件数 324 153 174 29 19 50 21 5 2 129 906
関与事故件数 350 144 213 29 19 49 22 5 2 371 1,204
（前年比） −40 −11 +25 −4 −3 +10 +3 −3 +2 −48 −69

合
計

１当件数 582 304 267 46 23 90 32 5 2 255 1,606
関与事故件数 611 276 324 46 23 80 33 5 2 699 2,099
（前年比） −30 −5 +32 −5 −4 ±0 −5 −4 ±0 −32 −53

死
者
数

大型貨物車（１当） 3 1 1 1 0 0 0 0 0 1 7
中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
準中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
普通・軽貨物車（１当） 0 1 2 0 0 1 1 0 0 2 7

ɹྩ࿨̓೥��݄
຤ࡏݱͷ౎಺શ

Ҭͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ
೥ྦྷܭʣ͸ɺ��
���݅Ͱɺ
લ೥ಉظൺ���݅૿Ճͨ͠
͕ɺऀࢮ���ਓͰલ೥ಉظ
ൺ̎݅ݮগͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ
ʢʮҧ൓ผʯදͷԼஈʮ஫ʯ
রɻʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷ
݅���
�ʣ͸ɺܭͰલ೥ಉ

ऀࢮগ͕ͨ͠ɺݮൺ��݅ظ
��ਓͰલ೥ͱಉ਺ͱͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈંࠨ
࣌ͷं྆૬͕ނࣄޓ���
݅Ͱલ೥ಉظൺ��݅૿Ճ
͠ɺऀࢮ਺͸̍ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕���
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ��݅ݮগ
ͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。交差点で左折する際は、
横断歩道や停止線の手前でいつでも停止できる速度に減速、または一時停止
を行うとともに、指差し呼称等による進行方面の安全確認を徹底すること。
日　時 ��݄��೔ʢՐʣ ��࣌��෼ൃࠒੜʢ੖ఱʣ
場　所 ൘۠ڮ಺ʢ౎ಓɾߴౡ௨Γʣ
当事者 ᶃาߦ者ʢঁੑ��୅ࢮ๢ʣ×ᶄ事ۀ༻େܕ՟෺ ʢंஉੑ��୅ʣ

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 高島平

板橋区蓮根至
市
場
通
り

至
志
村
坂
下
通
り

至 蓮根駅

西台駅南交差点

概　要
事業用大型貨物車が都道447号を市場通り方向から志村坂下通
り方向へ進行し、西台駅南交差点で高島通りを蓮根駅方向へ左
折する際、横断歩道を左方から横断中の歩行者を轢過したもの。

◎�運行中は緊張感を保ち、前方だけでなく、左右、後方を含めた周囲の交通状況にも注意を払
うこと。交差点で左折する際は、横断歩道や停止線の手前でいつでも停止できる速度に減速、
または一時停止を行うとともに、指差し呼称等による進行方面の安全確認を徹底すること。
日　時 ��݄��೔ʢ౔ʣ ��࣌��෼ൃࠒੜʢ੖ఱʣ
場　所 Ҵ৓ࢢ಺ʢ౎ಓɾ௽઒֗ಓʣ
当事者 ᶃࣗస ʢंঁੑ��୅ࢮ๢ʣ×ᶄ事ۀ༻େܕ՟෺ ʢंஉੑ��୅ʣ

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 町田

稲城市東長沼 至
稲
城
大
橋

至 調布

稲城大橋入口

概　要
事業用大型貨物車が、鶴川街道を町田方向から調布方向へ進行し、稲
城大橋入口交差点で稲城大橋方向へ左折する際、左後方の安全確認
を怠り漫然と進行したことから道路横断中の自転車と衝突したもの。

※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています
問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G

東
京
運
輸

支
局
は
11
月

19
日
、
東
ト

総
合
会
館

で
、
令
和
７

年「
貨
物
自

動
車
運
送
事

業
౳
安
全
性

優
良
事
業
所

表
彰
式
」（
Ｇ

マ
ー
ク
表
彰
）を
開
催
し
た
。

今
年
は
33
事
業
所
が
受
賞
。

受
賞
事
業
所
を
代
表
し
て
、

日
本
༣
ศ
輸
送
新
࠭
営
業
所

長
の
ޚ
ख
ચ
学
氏
が
織
田
陽

一
支
局
長
か
ら
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
た
。

織
田
支
局
長
は
式
辞
で
、

受
賞
事
業
所
の
こ
れ
ま
で
の

努
力
と
功
績
に
敬
意
を
表
し

た
上
で
、「
今
年
４
月
の
改

正
物
流
法
の
施
行
、
来
年
１

月
の
改
正
下
請
法
の
施
行
に

よ
り
、
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
に
と
っ
て
ܹ
動
の
時
代
ͩ

が
、
業
界
の
体
制
を
改
善
す

る
޷
機
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
理

解
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
の
૬
ޓ
理
解
が
不
Մ
ܽ

ͩ
。
支
局
で
は
、
改
正
物
流

法
の
説
明
会
や
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
Ｇ
メ
ン
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
通
じ
て
、
荷
主
ا
業

を
含
め
、
制
度
の
普
及
ܒ
発

に
努
め
て
い
る
。
安
全
・
安

心
の
確
保
に
向
け
て
、
関
東

地
Ҭ
に
お
け
る
事
業
用
自
動

車
交
通
事
故
削
減
目
ඪ
を
ୡ

੒
す
る
た
め
、
皆
様
と
と
も

に
׭
民
を
挙
͛
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
、
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
٠
池
正
ߒ
副

会
長（
適
正
化
事
業
ࢦ
導
ҕ

員
長
）、
川
口
ޛ
適
正
化
事

業
部
長
が
出
席
。

٠
池
副
会
長
は
ॕ
辞
で
、

「
今
回
の
受
賞
を
機
に
さ
ら

な
る
安
全
対
策
の
改
善
を
ਤ

り
な
が
ら
、
利
用
者
に
選
͹

れ
る
優
良
事
業
所
を
目
ࢦ
す

と
と
も
に
、
Ｇ
マ
ー
ク
制
度

の
普
及
の
た
め
に
も
、
他
の

目
ඪ
と
な
る
事
業
所
と
な
っ

て
い
た
ͩ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。こ

の
後
、
受
賞
事
業
所
を

代
表
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
ク
ー
ル
フ
ロ
ー
代
表
取
క

役
社
長
の
൧
田
༐
一
氏
が
ँ

辞
に
立
ち
、「
Ｇ
マ
ー
ク
を

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
の
π
ー
ル
と
し
、
今

後
と
も
運
送
事
業
の
一

層
の
発
ల
の
た
め
、
੣

心
੣
意
、
努
力
し
て
い

き
た
い
」と
述
べ
た
。

今
年
の
表
彰
事
業
所

は
次
の
通
り
。

日
本
༣
ศ
輸
送
新
࠭

営
業
所
▽
ワ
ー
ル
ド
サ

プ
ラ
イ
有
明
営
業
所
▽

ѳ
ඒ
運
輸
本
社
営
業
所

▽
東
༸
メ
ビ
ウ
ス
多
摩

支
店
▽
ハ
ー
ト
ラ
ン
ス

東
京
営
業
所
▽
ワ
イ
エ
ス
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
東
京
営
業
所

▽
日
本
エ
ア
メ
ー
ル
本
社
営

業
所
▽
ヤ
ヨ
イ
本
社
営
業
所

▽
新
日
本
運
輸
東
京
営
業
所

▽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ク
ー
ル

フ
ロ
ー
ਸ਼
ึ
営
業
所
▽
タ
キ

β
キ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
東
׉

物
流
セ
ン
タ
ー
▽
෋
࢜
共
同

物
流
運
輸
事
業
部
東
京
営
業

所
▽
෱
山
通
運
東
久
留
米
営

業
所
▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ଈ
配
サ
ポ
ー

ト
東
京
本
店
▽
同
৓
北
支
店

▽
野
辺
運
輸
本
社
営
業
所
▽

国
土
交
通
省
道
࿏

局
道
࿏
交
通
管
理
課

（
特
車
୲
当
）は
、特

घ
車
両
通
行
ڐ
Մ
制
度
を
活

用
し
て
い
る
事
業
者
に
、
特

घ
車
両
通
行
確
認
制
度
へ
の

サ
カ
イ
Ҿ
ӽ
セ
ン
タ
ー
杉
並

支
社
▽
日
商
足
立
営
業
所
▽

京
༿
青
和
本
社
営
業
所
▽
໼

࡚
運
輸
૔
ݿ
本
社
営
業
所
▽

෢
ଂ
通
商
本
社
営
業
所
▽
ヤ

マ
β
キ
物
流
࡛
ۄ
営
業
所
▽

同
෢
ଂ
野
営
業
所
▽
石
川
ڵ

業
運
輸
小
ฏ
営
業
所
▽
横
川

貨
物
本
社
▽
੢
ೱ
運
輸
ۋ
ࢳ

町
支
店
▽
同
八
王
子
支
店
▽

̟
Ｐ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
東
京

中
央
支
店
▽
Ѫ
஌
陸
運
足
立

営
業
所
▽
ヤ
マ
ト
運
輸
٢
঵

ࣉ
本
町
１
ஸ
目
営
業
所
▽
同

町
田
営
業
所
▽
同
੢
東
京
ࣳ

久
保
町
営
業
所
▽
ࡾ
八
ޒ
流

通
๛
ऱ
支
店

移
行
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ

（
ࣸ
ਅ
）を
制
࡞
し
た
。

確
認
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
ૣ
い（
ଈ
日
通
行
が

Մ
能
）、ׂ
安（
利
用
回
数
の

多
い
車
両
に
は
ׂ
安
）、
確

実（
通
行
Մ
能
ル
ー
ト

か
ら
自
由
に
選
୒
Մ
）

な
ど
を
঺
介
し
て
い
る
。

チ
ラ
シ
は
、
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。

安全性優良事業所表彰
ྩ࿨̓೥ 東ژӡ༌ہࢧ

東
ト
協
ձ
һ
úú
ࣄ
ۀ
ॴ
ड
賞

লަࠃ
ಓ࿏局 特

殊
車
両
通
行
確
認
制
度
の
利
用
を
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●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
名
誉
会
長
の
浅
井
隆
氏

（
㈱
浅
井
）が
東
京
商
工
会

議
所
１
号
議
員
選
挙
で
、
得

票
数
第
８
位
で
の
上
位
当
選

を
果
た
す（
２
日
）

●
東
京
労
働
局
、
東
京
都

最
低
賃
金
を
時
間
額
１
２
２

６
円
に
改
定
し
、
発
効
す
る

（
３
日
）

●
国
土
交
通
省
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
、「
鉄

に
係
る
救
援
物
資
輸
送
の
要

請
を
受
け
、
多
摩
支
部
会
員

事
業
者
の
10
㌧
ト
ラ
ッ
ク
３

台
で
、
八
丈
町
向
け
の
救
援

物
資
を
輸
送
す
る（
16
日
）

●
高
市
早
苗
新
内
閣
、
発

足
す
る
。
国
土
交
通
大
臣
に

金
子
恭
之
衆
議
院
議
員（
自

民
党
）が
就
任
す
る（
21
日
）

●
東
京
労
働
局
、
東
ト
協

を
は
じ
め
各
団
体
に
対
し
、

「
長
時
間
労
働
削
減
を
始
め

と
す
る
働
き
方
の
見
直
し
に

向
け
た
取
組
に
関
す
る
要
請

書
」を
発
出
す
る（
21
日
）

●
中
小
企
業
庁
と
公
正
取

引
委
員
会
、
関
係
事
業
者
団

体
に「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

道
車
両
と
の
衝
突
事
故
防
止

の
徹
底
に
つ
い
て
」
を
発
出

し
輸
送
の
安
全
確
保
を
求
め

る（
３
日
）

●
東
ト
協
青
年
部
、
能
登

半
島
地
震
で
被
災
し
た
石
川

県
輪
島
市
６
小
学
校（
仮
称
）

に
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
３
台

を
寄
贈
す
る（
９
日
）

●
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
新
潟
市
内
の
朱
鷺
メ
ッ

セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
、
第
30
回
全
国
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
を

開
催
し
、
12
項
目
の
大
会
決

議
を
行
う（
15
日
）

●
東
ト
協
、
東
京
都
か
ら

台
風
22
・
23
号
に
よ
る
被
害

全
体
で
の
支
払
の
適
正
化
に

つ
い
て
」
を
発
出
す
る（
28

日
）●

国
交
省
と
公
取
委
、
都

内
で
過
去
最
大
規
模
と
な
る

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に

よ
る
合
同
荷
主
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る（
28
・
29
日
）

●
東
ト
協
、
自
由
民
主
党

東
京
都
支
部
連
合
会（
井
上

信
治
会
長
）に
対
し
、
全
ト

協
の
令
和
８
年
度「
ト
ラ
ッ

ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望

書
」
と
あ
わ
せ
、
東
ト
協
独

自
の
要
望
と
し
て「
東
京
都

へ
の
特
別
要
望
書
」
を
提
出

し
、
そ
の
実
現
を
働
き
か
け

る（
29
日
）

東
京
運
輸
支
局
は
11
月
19

日
、
東
ト
総
合
会
館
７
階
大

会
議
室
で
、
令
和
７
年
陸
運

関
係
従
事
者
な
ら
び
に
自
動

車
運
送
事
業
運
行
管
理
者
・

整
備
管
理
者
支
局

長
表
彰
式
を
開
催

し
た
。

今
年
の
受
賞
者

は
ト
ラ
ッ
ク
部
門

を
は
じ
め
陸
運
関

係
従
事
者
56
人
、

自
動
車
運
行
管
理

者
６
人
、
整
備
管

理
者
１
人
の
合
計

政
府
は
10
月
31
日
、「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
対
策

推
進
会
議
省
庁
連
絡
会
議
」

に
お
い
て
、
冬
季（
11
～
３

月
）に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
を
公
表
し
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
を
含
む
運
輸

分
野
に
対
し
、
省
エ
ネ
法
の

「
貨
物
の
輸
送

に
係
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関

す
る
貨
物
輸
送
事
業
者
の
判

断
の
基
準
」
に
基
づ
い
て
、

適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の

実
施
を
求
め
た
。

貨
物
輸
送
事
業
者
に
は
、

同
法
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

方
針
の
策
定
や
適
切
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
の
実
施
な
ど
、

同
法
の
判
断
基
準
に
沿
っ
た

対
応
を
要
請
。
一
定
規
模
以

上
の
特
定
輸
送
事
業
者（
保

有
車
両
２
０
０
台
以
上
）は
、

輸
送
能
力
届
出
書
の
提
出
と

定
期
報
告
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
通
勤
や
業
務
時
、

休
暇
中
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

の
移
動
は
、
で
き
る
限
り
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
と
し
、
近
距
離
移
動
で
は

徒
歩
や
自
転
車
で

の
移
動
を
推
奨
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、車
両
購
入
時
は
、

政
府
、
事
業
者
な
ど
が
提
供

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

に
関
す
る
情
報
を
参
考
と
し

て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

（
Ｈ
Ｖ
）、
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動

車（
Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
）、燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）の
導
入
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
、
輸
配
送
の
共
同

化
な
ど
に
よ
る
積
載
効
率
の

向
上
、
鉄
道
・
内
航
海
運
の

活
用
な
ど
に
よ
る
物
流
効
率

化
を
促
し
て
い
る
。

運
転
面
で
は
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
10
の
す
す
め（
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
、
不
要
な
ア
イ

ド
リ
ン
グ
の
抑
制
、
タ
イ
ヤ

の
適
正
な
空
気
圧
の
管
理
な

ど
）の
実
践
や
、
交
通
渋
滞

の
軽
減
に
資
す
る
シ
ス
テ
ム

（
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
お
よ
び
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
の

活
用
を
求
め
た
。

政
府
は
、
中
長
期
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上

昇
に
強
い
経
済
・
社
会
構
築

の
観
点
か
ら
も
省
エ
ネ
は
重

要
と
位
置
づ
け
、
事
業
者
に

対
し
、
継
続
的
な
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

全
日
本

ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
こ

の
ほ
ど
、「
自
動
点

呼
」「
遠
隔
点
呼
」

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
」
の

違
い
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト（
次
号
に
同
封

２
０
２
５
年
度「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
推
進

協
議
会
／
交
通
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
主

催
）で
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
所
属
の
花
王
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス（
墨
田
支
部
）の
石

狩
Ｌ
Ｃ（
北
海
道
）が「
国
土

交
通
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た

ほ
か
、
Ｓ
Ｂ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
ス（
深
川
支
部
）が「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
た
。
表
彰
式

は
11
月
27
日
、
新
宿
区
の
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
全

ト
協
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
中
で
行
わ
れ
、
表

彰
状
が
贈
ら
れ

る
ほ
か
、
受
賞

事
業
者
が
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
発
表
す
る
。

ま
た
、
今
年

度
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
古

川
商
事
運
輸（
多
摩
支
部
）

が「
優
秀
認
定
証
」
を
受
け

た
ほ
か
、東
配（
板
橋
支
部
）、

ギ
ン
テ
ッ
ク（
中
央
支
部
）、

渡
辺
運
輸（
練
馬
支
部
）が

そ
れ
ぞ
れ「
優
良
賞
」
を
受

賞
。東
京
共
同
ロ
ジ
テ
ム（
中

央
支
部
）は
、「
優
良
認
定
証
」

を
受
け
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
運
輸
事

業
者（
緑
ナ
ン
バ
ー
）の
事

業
部
門
、
運
輸
業
以
外
の
一

般
事
業
者
の
一
般
部
門
で
、

参
加
事
業
者
が
燃
費
デ
ー
タ

や
事
故
デ
ー
タ
な
ど
を
提
出

し
、
審
査
を
行
う
も
の
。
事

業
部
門
の
最
優
秀
取
り
組
み

に「
国
土
交
通
大
臣
賞
」が
、

一
般
部
門
に「
環
境
大
臣
賞
」

が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
支
援
ビ

ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
ー
ク
部
門
の

表
彰
を
実
施
し
て
い
る
。

関
東
運
輸
局
は

11
月
18
日
、
横
浜

市
の
神
奈
川
県
立

青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
、令
和
７
年「
安

全
性
優
良
事
業
所

（
Ｇ
マ
ー
ク
）
関

東
運
輸
局
長
表
彰

式
」
を
開
催
し
、

管
内
の
77
事
業
所

授
与
さ
れ
た
。表
彰
対
象
は
、

10
年
以
上
連
続
で
Ｇ
マ
ー
ク

を
認
定
取
得
し
、
か
つ
同
制

度
の
支
局
長
表
彰
を
受
賞
し

て
い
る
こ
と
な
ど
。

藤
田
局
長
は
式
辞
で
、「
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
い
て
最
も

重
要
な
こ
と
は
安
全
・
安
心

の
確
保
で
あ
り
、
他
の
交
通

網
も
含
め
、
最
優
先
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と

強
調
し
た
上
で
、「
本
日
受

賞
さ
れ
た
事
業
所
の
皆
様

は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
Ｇ

マ
ー
ク
の
認
定
を
連
続
し
て

取
得
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
っ

て
輸
送
の
安
全
確
保
に
尽
力

し
、
荷
主
や
社
会
に

対
し
て
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
き
た
。
ぜ

ひ
、
こ
の
実
績
に
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、

今
後
も
よ
り
一
層
の

活
躍
を
期
待
し
て
い

る
」
と
受
賞
事
業
所

の
長
年
の
努
力
を
た

た
え
た
。

同
日
は
、
来
賓
と

し
て
神
奈
川
県
警
察

本
部
交
通
部
の
加
藤

雅
道
交
通
部
長
、
東

京
都
貨
物
自
動
車
運

送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の

山
﨑
正
専
務
理
事
を
は
じ

め
、
各
都
県
の
適
正
化
事
業

実
施
機
関
本
部
長
ら
が
出
席

し
た
。

東
ト
協
会
員
の
受
賞
事
業

所
は
次
の
通
り
。

日
本
フ
レ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

東
京
自
動
車
営
業
所
▽
板
橋

運
送
本
社
営
業
所
▽
鈴
江
コ

ン
テ
ナ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
東
京
セ
ン
タ
ー
▽
関
東
生

コ
ン
輸
送
大
井
営
業
所
▽
荒

木
運
送
本
社
営
業
所
▽
川
口

商
事
東
京
営
業
所
▽
ア
イ
エ

ム
エ
キ
ス
プ
レ
ス
多
摩
事
務

所
▽
同
辰
巳
事
務
所
▽
ビ
ッ

ク
ロ
ジ
サ
ー
ビ
ス
江
東
営
業

所
▽
ナ
カ
ノ
商
会
有
明
セ
ン

タ
ー
▽
東
京
荷
役
管
理
本
社

営
業
所
▽
イ
ノ
ウ
運
輸
本
社

営
業
所
▽
日
本
カ
ー
ゴ
シ
ス

テ
ム
本
社
営
業
所
▽
岸
澤
運

輸
本
社
営
業
所
▽
善
速
運
輸

本
社
営
業
所
▽
シ
ス
テ
ム
ラ

イ
ン
本
社
営
業
所
▽
加
賀
運

送
本
店
▽
エ
フ
テ
ィ
ラ
イ
ン

本
社
営
業
所
▽
パ
ス
コ
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
多
摩
営
業
所

▽
新
雪
運
輸
日
野
営
業
所
▽

プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
本
社
営
業
所

▽
ト
ヨ
タ
輸
送
関
東
東
京
営

業
所
▽
鴻
池
運
輸
青
梅
流
通

セ
ン
タ
ー
営
業
所
▽
鎗
田
運

輸
八
王
子
支
店
▽
久
留
米
運

送
東
京
店

を
表
彰
し
た
。

こ
の
う
ち
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
関
係
で
は
25
事
業

所
が
受
賞
。
岸
澤
運
輸
本
社

営
業
所（
荒
川
支
部
）が
受

賞
事
業
所
を
代
表
し
て
、
藤

田
礼
子
局
長
か
ら
表
彰
状
が

支
局
長
が
各
部
門
代
表
者
に

表
彰
状
を
授
与
。
陸
運
・
ト

ラ
ッ
ク
部
門
で
は
木
下
裕

介
氏（
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ク

ー
ル
フ
ロ
ー
・
杉
並
支
部
）、

運
管
部
門
で
は
伊
東
満
氏

（
東
海
運
輸
・
環
境
）が
、そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
を
代
表
し
て

表
彰
状
を
受
領
し
た
。

織
田
支
局
長
は
式
辞
で
受

賞
者
の
功
績
に
敬
意
を
表
し

た
上
で
、「
自
動
車
運
送
事

業
に
お
い
て
は
昨
年
４
月
か

ら
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
適
用
さ
れ
、
労
働
環
境

の
変
化
へ
の
対
応
が
必
要
。

こ
の
変
化
に
対
応
し
、安
全・

安
心
な
ク
ル
マ
社
会
の
実
現

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
支
局

は
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
け

る
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
陸
運
関
係
事

業
の
支
援
を
行
い
、
最
も
重

要
な
安
全・安
心
の
確
保
に
、

皆
様
と
と
も
に
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

た
。

表
彰
式
に
は
来
賓
と
し

て
、
東
ト
協
の
大
髙
一
義
副

会
長
が
出
席
し
た
。

東
ト
協
関
係
の
受
賞
者
は

次
の
通
り（
敬
称
略
、
カ
ッ

コ
内
は
会
社
名・所
属
支
部
）。

〈
陸
運
関
係
従
事
者
〉

木
下
裕
介（
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
ク
ー
ル
フ
ロ
ー・杉
並
）

▽
小
俣
弘
光（
鎗
田
運
輸
・

63
人
。
こ
の
う
ち
、
東
ト
協

関
係
で
は
陸
運
関
係
従
事
者

２
人
と
運
行
管
理
者
４
人
が

受
賞
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
織
田
陽
一

多
摩
）

〈
運
行
管
理
者
〉

鳩
岡
正
敏（
ダ
イ
イ
チ
通

商
・
大
田
）▽
小
張
明
満（
開

星
運
輸
・
江
戸
川
）
▽
長
島

信
一（
ア
ー
ス
カ
ー
ゴ
・
江

戸
川
）
▽
伊
東
満（
東
海
運

輸
・
環
境
）

予
定
）を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
安
全

運
行
の
要
と
な
る
点
呼
に
つ

い
て
、
今
年
か
ら
新
た
に
認

め
ら
れ
た
業
務
前
自
動
点
呼

と
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て

き
た
各
種
点
呼
と
の
違
い
な

ど
を
解
説
し
て
い
る
。

◇10月分◇

冬
季
の
省
エ
ネ
対
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
徹
底
を

政
府

全ト協

「自動点呼」「遠隔点呼」
「ＩＴ点呼」の違い解説

国
土
交
通
大
臣
賞

花
王
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
石
狩
Ｌ
Ｃ

優
秀
賞
に
Ｓ
Ｂ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス

エコドライブ活動
コンクール  ２０２５年 度

安
全
性
優
良
事
業
所
表
彰

令
和
７
年
関
東
運
輸
局
長

25事業所が受賞東ト協
関　係

陸運関係従事者表彰東運支局
７ 年

東
ト
協
関
係
６
氏
に
栄
誉
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ߴ
市
新
政
ݖ

が
ܝ
͛
る
「
੹

任
あ
る
積
極
財

政
」
へ
の
期
待

ײ
も
あ
っ
て
、

ג
Ձ
（
日
経
ฏ
ۉ
）
が
ٸ

ಅ
し
、
５
ສ
円
の
大
台
を

௒
え
た
˗
物
Ձ
ߴ
対
策
も

஫
目
さ
れ
る
。
そ
の
第
１

஄
が
Ψ
ι
リ
ン
・
軽
༉
の

چ
࢑
定
੫
率
の
ഇ
止
。
ഇ

止
時
期
は
Ψ
ι
リ
ン
が
今

年
຤
、
軽
༉
は
来
年
４
月

１
日
の
༧
定
。
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
が
長
年
要
望
し

て
き
た
、
そ
の
ഇ
止
が
よ

う
や
く
実
現
す
る
˗
ഇ
止

に
先
立
ち
、
Ձ
֨
抑
制
策

の
ิ
ॿ
金
を
ஈ
階
的
に
چ

࢑
定
੫
率
と
同
額
ま
で
૿

額
す
る
こ
と
で
、
ૣ
期
に

Ձ
֨
を
Ҿ
き
下
͛
る
。
軽

༉
の
چ
࢑
定
੫
率
は
１
Ἄ

17
・
１
円
ͩ
が
、
今
月
27

日
に
ิ
ॿ
金
を
同
額
ま
で

૿
額
す
る
。
実
࣭
的
に
は

૿
額
以
前
の
ิ
ॿ
金
10
円

を
ࠩ
し
Ҿ
き
、
໿
７
円
下

が
る
見
ࠐ
み
ͩ
˗
と
は
い

え
、
そ
れ
で
も
以
前
に
ൺ

べ
る
と
、
ま
ͩ
か
な
り
ׂ

ߴ
な
ਫ
準
ͩ
。
ݪ
༉
Ձ
֨

は
下
མ
し
て
い
る
が
、
国

内
の
燃
料
Ձ
֨
は
そ
れ
ほ

ど
下
が
っ
て
い
な
い
。
そ

の
要
Ҽ
は
大
෯
な
円
安
に

あ
る
˗
新
政
ݖ
の
「
積
極

財
政
」
に
期
待
が
ू
ま
る

一
方
で
、
財
政
ѱ
化
が
ݒ

೦
さ
れ
、
ҝ
ସ
レ
ー
ト
は

円
安
に
ৼ
れ
た
。
そ
れ
で

は
減
੫
効
果
も
૬
ࡴ
さ
れ

か
Ͷ
な
い
。
燃
料
に
限
ら

ͣ
、
৯
料
඼
な
ど
の
物
Ձ

ߴ
を
抑
え
る
に
は
、
円
安

の
ੋ
正
に
向
け
た
政
策
運

営
が
望
ま
れ
る
。
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活
൛
ҹ
࡮
は
、
金

属
の
小
さ
な
๮
に
จ

ࣈ
が
ࠁ
ま
れ
た
ҹ
ؑ

の
よ
う
な
も
の
に
イ

ン
ク
を
ృ
り
ࢴ
に
ҹ

࡮
す
る
、
明
治
か
ら

ত
和
中
期
に
か
け
て

印
刷
の
原
点
に
ふ
れ
る

手
仕
事
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

޿
く
使
わ
れ
た
ҹ
࡮
ٕ
ज़
で

す
。
̟
̧
市
ἃ
୩
Ӻ
か
ら
徒

歩
15
分
ほ
ど
ࡔ
道
を
上
っ
て

い
く
と
、「
市
୩
の
ై
本
と

活
ࣈ
館
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
、
活
൛
ҹ
࡮
や
本
づ
く

り
の
ັ
力
を
఻
え
る
施
ઃ
。

大
日
本
ҹ
࡮
ג
式
会
社（
Ｄ

̣
Ｐ
）の
前
਎
で
あ
る「
秀
ӳ

ࣷ
」の
時
代
か
ら
ҹ
࡮
工
৔

が
あ
っ
た
こ
の
地
に
開
ઃ

し
、
活
൛
ҹ
࡮
の
工
ఔ
や
੡

本
の
࢓
組
み
な
ど
を
、
ө
૾

や
資
料
で
分
か
り
や
す
く
঺

介
し
て
い
ま
す
。

市谷の杜 本と活字館

ݐ
物
は
、
１
９
２
６（
大

正
15
）
年
に
ݐ
て
ら
れ
た
秀

ӳ
ࣷ
市
୩
工
৔
の
営
業
所
౩

で
、
म
෮
・
෮
ݩ
工
事
を
施

し
て
ݐ
築
当
ॳ
の
࢟
に
໭
し

て
お
り
、
མ
ち
ண
い
た
ဣ
ま

い
が
ԟ
時
の
面
Ө
を
఻
え
て

い
ま
す
。
प
ғ
は
緑
に
แ
ま

れ
、
人
や
車
の
通
り
も
少
な

く
、
都
心
と
は
ࢥ
え
な
い
੩

け
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
入
ߘ
が
主
流
と

な
っ
た
今
、
活
ࣈ
と
ࢴ
の
͵

く
も
り
を
ײ
じ
さ
せ
て
く
れ

る
৔
所
で
す
。

な
っ
た
と
あ
る
中
学
校
の
৬
員

室
を
、
ࡉ
部
ま
で
し
っ
か
り
࠶

現
し
て
あ
り
、ಾ
解
き
も
す
る
、

少
し
不
ࢥ
議
な
ا
ը
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、「
৬

員
室
の
中
に
は
、
今
は
な
い
ࣣ

橋
中
学
校
で
の
日
ৗ
が
確
か
に

ଘ
ࡏ
し
て
い
た
こ
と
を
物
ޠ
る

数
ʑ
の
ه
࿥
が
࢒
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ứ
ࣣ
橋

中
最
後
の
一
年
Ừ
を
૝
૾

し
な
が
ら
、先
生
や
生
徒
、

そ
し
て
皆
さ
ん
自
ら
の
ه

Ա
を
た
ど
る
よ
う
に
、
ࣣ

橋
中
の
ه
Ա
を
め
͙
る
ཱྀ

を
お
ָ
し
み
く
ͩ
さ
い
」と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は「
あ
の
৬
員

室
」
と
い
う
ల
ࣔ
に
行

き
ま
し
た（
ࣸ
ਅ
）。
൧

田
橋
に
あ
る
学
校
੻
地

を
利
用
し
た
ス
ペ
ー
ス

に
、
15
年
前
に
ด
校
に

小
物
入
れ
έ
ー
ス
か
ら
は
、「
ྫ

の
一ノ
੉
の
൓
省
จ
は
、数
学
Պ

の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
し
て

い
ま
す
」と
の
メ
モ
が
。
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
を
見
る
と
、
確
か
に
൓

省
จ
が
。
ಡ
ん
で
み
る
と
、
؊

心
の
一
ノ
੉
が
な
ぜ
൓
省
จ
を

書
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

の
か
、
理
由
を
書
い
た
２
ຕ
目

以
߱
の
ݪ
ߘ
用
ࢴ
が
見
当
た
ら

な
い
の
で
す
。
ࠇ
板
に
は
ฆ
ࣦ

物
の
お
஌
ら
せ
。「
一
ノ
੉
の
൓

省
จ
２
ペ
ー
ジ
以
߱
が
見
当
た

ら
ͣ
。
見
つ
け
た
方
は
山
本
ま

で
」と
あ
り
ま
す
。ほ
か
に
も「
ࣣ

橋
中
で
̪
Ｆ
Ｏ
出
現
か
⽐
」「
校

ఉ
に
ϛ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
⽐
」

と
い
っ
た
見
出
し
の
น
新
ฉ
が
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MOM 第55回

「
৬
員
室
」と
書
か
れ

た
プ
レ
ー
ト
の
あ
る
൶

を
開
け
る
と
、「
う
わ
、

本
物
ͩ
」
と
ࢥ
わ
ͣ
੠

が
出
る
ほ
ど
の
ྟ
৔

ײ
。
先
生
の
年
季
の
入

っ
た
ス
チ
ー
ル
ص
も
そ

れ
ぞ
れ
ݸ
性
が
よ
く
出

て
い
て
、
理
Պ
の
先
生

の
ص
に
は
Պ
学
の
本
が

う
ͣ
ߴ
く
積
ま
れ
、
今

に
も
่
れ
そ
う
。
ア
ン

ペ
ア
計
や
上
ࡼ
ఱ
ട
な

ど
も
置
か
れ
て
い
て
、タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
ײ
֮
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
先
生
の
Ҿ
き
出

し
を
開
け
な
が
ら
、
ち
Ỷ
っ
と

し
た
ಾ
解
き
が
始
ま
り
ま
す
。

ܝ
ࣔ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

情
報
ྔ
が
多
く
、
໿
û0

分
の
制
限
時
間
で
は
、
最

ॳ
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
な
か

な
か
つ
な
が
り
ま
せ
ん

が
、
最
後
に
小
説
ܗ
式
の

౴
え
を
も
ら
う
と
全
て
の

෬
ઢ
が
回
ऩ
で
き
、
ち
Ỷ

っ
と
し
た
ө
ը
を
観
た
よ

う
な
満
足
ײ
が
ຯ
わ
え
ま

す
。
ల
ࣔ
は
12
月
７
日
ま

で
で
す
。

映画鑑賞のように楽しむ
「あの職員室」の記憶

ळ
に
は
さ
ま
͟
ま
な
ף
が

つ
く
が
、そ
の
期
間
の
୹
さ
は

年
ʑ
૿
し
て
い
る
よ
う
に
ײ

じ
る
。
今
年
の
流
行
ޠ
大
賞

ީ
ิ
に「
ೋ
季
」が
ノ
ϛ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
の
も
、
さ
も
あ
り
な
ん
と
ࢥ
う
。

य़
と
ळ
は
、Ն
と
冬
の
間
に
置
か
れ
た

ἔ
۟
点
ἕの
よ
う
な
ଘ
ࡏ
ͩ
。
今
年

も
໠
ॵ
や
海
流
の
ऄ
行
、
気
ީ
変
動

な
ど
が
࿩
題
と
な
り
、৯
の
ੈ
界
で
も

コ
メ
不
足
を
は
じ
め
、
果
物
・
野
ࡊ

な
ど
へ
の
Ө
ڹ
ڕ、
の
ړ
֫
ྔ
の
変
化

な
ど
、さ
ま
͟
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
が
ۦ
け

८
っ
た
。
ど
こ
か
ٸ
͗
足
に
過
͗
て

い
く
ळ
ͩ
が
、「
৯
ཉ
の
ळ
」の
足
ݩ

を
確
か
め
た
く
な
り
、
東
京
೶
業
大

学
「ứ
৯
と
೶
Ừの
ത
物
館
」（
ੈ
田
୩

区
上
用
賀
）と
、
東
京
海
༸
大
学
「
マ

リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ϛ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
ߓ

区
ߓ
ೆ
）を
๚
Ͷ
た
。

目
で
఻
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、ञ
଄
り

ͩ
け
で
な
く
ञ
ث
や
ञ
ԅ
の
し
つ
ら

え
、
ञ
に
関
す
る
ۋ
ֆ
な
ど
も
ల
ࣔ

さ
れ
て
お
り
、
ञ
จ
化
へ
の
ࢹ
点
も
๛

か
ͩ
。
日
本
ञ
を
は
じ
め
と
す
る「
఻

౷
的
ञ
଄
り
」は
、ユ
ネ
ス
コ
ແ
ܗ
จ

化
Ҩ
࢈
に
登
࿥
さ
れ
て
お
り
、
ञ
଄

り
ٕ
ज़
や
ञ
が
神
事
を
含
め
た
จ
化

を
ܗ
੒
し
て
き
た
ྺ
࢙
の
一
୺
を
஌

る
こ
と
が
で
き
る
。
ྡ
઀
の「
生
き
も

の
空
間
」バ
イ
Φ
リ
ウ
ム
で
は
、
ੈ
界

各
地
か
ら
ू
め
ら
れ
た
௝
し
い
動
২

物
が
ల
ࣔ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ϛ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」で
は
、
海
を
஌
る
・
海
の
構

੒
員（
生
物
）・
海
の
利
用（
ړ
業
・

ཆ
৩
）・
海
を
৯
べ
る（
৯
඼
生
࢈
）

な
ど
、
海
に
関
す
る
多
֯
的
な
ల
ࣔ

を
構
੒
し
て
い
る
。
タ
カ
ア
シ
Ψ
ニ
や

マ
ン
ボ
ウ
の
実
物
大
モ
デ
ル
、
ړ
֫
ྔ

が
減
少
し
て
い
る
サ
έ
の
஥
間
、ウ
ϛ

Ψ
メ
や
海
ௗ
、֋
ྨ
、さ
ら
に

は
ཆ
৩
ړ
۩
ま
で
ల
ࣔ
さ
れ

て
お
り
、
海
༸
の
今
と
ະ
来

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
ધ
に

ڵ
ຯ
が
あ
る
な
ら
、
ྺ
代
練

「ứ
৯
と
೶
Ừの
ത
物
館
」は
、ੈ

田
୩
通
り
に
面
し
た
け
や
き
޿
৔

に
あ
り
ݐ、
物
は「
新
国
立
ڝ
ٕ
৔
」

な
ど
を
ख
が
け
た
۾
ݚ
ޗ
氏
の
ઃ

計
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
ܴ
え
る
「
੺

い
ト
ラ
ク
タ
ー
」は
、
さ
す
が
の
ԋ

出
ͩ
。
ৢ
଄
・
発
߬
分
野
で
実
績

や
定
ධ
の
あ
る
೶
大
ら
し
く
、
ల

ࣔ
で
ま
ͣ
ڻ
い
た
の
が
、
ܲ
の
学
ज़

ඪ
本
の
多
さ
ͩ
。
国
の
ఱ
વ
ه
೦

物
に
ࢦ
定
さ
れ
て
い
る
日
本
ܲ
や

外
国
඼
種
な
ど
、
໿
１
２
０
点
が
並

Ϳ
。
館
前
に
あ
っ
た
ڊ
大
な
ܲ
の
Φ

ブ
ジ
ェ
の
意
ຯ
が
よ
う
や
く
ᡰ
に
མ

ち
た
。
ඌ
長
（ܲ
ࣸ
ਅ
ᶃ
）の
立
ち
࢟

や「
ࡾ
大
長
໐
ܲ
」の
一つ
で
、੅
ん
ͩ

張
り
の
あ
る
長
い
໐
き
੠
が
特
௃
と

い
う
「
౜
ؙ
」の
解
説
で
は
、
ݪ
࢈
地

は
主
に
新
潟
県
と
の
説
明
を
ಡ
み
な

が
ら
、か
つ
て
そ
こ
で
の
໷
明
け
時
に

は
、
ど
ん
な
໐
き
੠
が
ڹ
い
て
い
た
の

ͩ
Ζ
う
か
と
、つ
い
૝
૾
を
८
ら
せ
る
。

さ
ら
に
圧
ר
な
の
が
、
น
一
面
を
ຒ

め
る
日
本
ञ
の
ञ
ළ
。「
໏
ञ
঺
介
コ

ー
ナ
ー
」（
ࣸ
ਅ
ᶄ
）と
し
て
、
೶
大
ଔ

業
生
Ώ
か
り
の
ଂ
ݩ
の
ञ
が
２
８
０

本
。
ଂ
ݩ
は
全
国
に
޿
が
り
、
ৢ
଄

Պ
学
Պ
の
あ
る
大
学
の
఻
౷
が
ひ
と

श
ધ
の
模
ܕ
や
、
校
内
に
保
ଘ
さ
れ

て
い
る
３
本
マ
ス
ト
の
２
代
目
練
श
ધ

「
Ӣ
ୋ
ؙ
」（
ࣸ
ਅ
ᶅ
）の
資
料
も
ັ

力
的
ͩ
。

ྡ
઀
す
る
ܵ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、室

内
い
っ
ͺ
い
に
体
重
67
・
２
㌧
の
セ
ϛ

ク
ジ
ラ
の
全
਎
ࠎ
֨
ඪ
本（
ࣸ
ਅ
ᶆ
）

が
横
た
わ
り
、そ
の
ڊ
大
さ
に
圧
౗
さ

れ
る
。
׬
全
な
ࠎ
֨
と
し
て
は
ੈ
界

最
大
ڃ
で
、
ڳ
び
れ
に
あ
る
ἔ
ࢦ
ἕが

５
本
あ
る
と
஌
る
と
、
ࢥ
わ
ͣ
自
分

の
ख
と
見
ൺ
べ
て
し
ま
う
。

大
学
ത
物
館
・
資
料
館
は
、
੩
か

な
人
気
を
持
つ
஌
的
情
報
発
信
の
৔

ͩ
。
ユ
ニ
ー
ク
な
ݚ
ڀ
੒
果
に
も
৮

れ
ら
れ
、
஌
的
޷
ح
心
や
関
心
に
応

え
て
く
れ
る
و、
重
な
空
間
で
あ
る
。 ηϛΫδϥͷશ਎֨ࠎඪຊ

໏ञ঺հίʔφʔ

ඌ௕ܲ

Ӣୋؙ

ᶄ

ᶆ

ᶃ

ᶅ

実物の迫力に圧倒される

鶏や酒瓶、帆船、巨大骨格が

食
の
基
本
を
学
び
に
大
学
博
物
館
へ


